
唐

代

書

論

の

「

杉

村

邦

彦

【
要
約
】
本
稿
は
、
書
論
史
の
立
場
か
ら
、
唐
代
に
お
け
る
書
論
の
展
開
を
迩
つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
唐
に
は
太
宗
、
虞
世
南
、
欧
陽
詞
の

書
論
が
あ
り
、
則
天
武
后
期
に
は
、
李
嗣
真
の
「
書
後
品
」
と
、
孫
過
庭
の
「
書
譜
」
が
書
か
れ
、
さ
ら
に
遅
れ
て
張
懐
穫
の
書
論
が
現
わ
れ
た
。
い
す

れ
も
六
朝
期
の
書
論
を
う
け
継
ぎ
な
が
ら
、
書
の
本
質
論
、
表
現
論
、
品
－
評
論
に
お
い
て
、
よ
り
深
い
省
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
こ
れ
を
全
体
と

し
て
眺
め
る
と
、
典
型
、
調
和
、
中
庸
を
尊
ぶ
と
い
う
方
向
に
お
い
て
、
ほ
ぽ
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
そ
れ
は
実
作
の
上
で
、
王
義
之
の
尊
重
、
指
書
の

完
成
と
い
う
現
象
と
緊
密
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
派
の
書
論
は
、
唐
の
後
半
期
に
入
る
と
、
専
ら
繁
墳
な
技
法
を
説
く
伝
授
口

訣
の
類
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
開
元
・
天
宝
期
に
は
、
も
っ
と
自
由
奔
放
な
情
懐
を
草
書
に
托
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
狂
草
が
起
っ

て
く
る
。
伝
統
の
束
縛
に
抗
し
な
が
ら
、
酒
興
に
乗
じ
て
狂
逸
な
芸
術
境
を
き
り
開
い
て
い
っ
た
狂
草
家
に
は
、
変
革
期
を
生
き
た
人
間
の
境
涯
が
露
呈

さ

れ

て

い

る

。

史

林

五

一

巻

二

号

一

九

六

八

年

三

月

一
、
唐
代
に
お
け
る
書
の
尊
重

唐
代
は
、
書
の
歴
史
の
上
で
、
東
晋
と
な
ら
ぶ
黄
金
時
代
と
さ
れ

て
い
る
。
初
唐
に
三
大
家
の
端
麗
が
あ
り
、
盛
唐
に
顔
真
卿
の
直
情

唐代の書論（杉村）

が
あ
り
、
晩
唐
に
草
書
家
の
狂
逸
が
あ
る
な
ど
、
各
時
期
の
書
風
は

多
彩
な
変
化
を
示
し
つ
つ
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
社
会
の
広
い
階
層
に

わ
た
っ
て
惨
透
し
て
い
っ
た
点
で
は
、
む
し
ろ
東
晋
時
代
を
凌
駕
す

る
観
が
あ
る
。
本
稿
は
、
書
論
史
の
立
場
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
盛
況

を
見
せ
た
唐
一
代
の
書
の
評
論
を
、
述
。
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
、
当
時
の
官
街
、
宮
廷
、
民
間
に
お

い
て
、
書
が
い
か
に
重
視
さ
れ
尊
重
さ
れ
て
い
た
か
を
、
若
干
の
史

実
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
太
宗
は
、
そ
の
文
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
弘
文
館
と
文
学

館
を
設
け
、

天
下
の
学
者
、
を
招
い
て
学
術
の
研
究
に
当
ら
せ
た
。

『
唐
会
要
』
巻
六
四
に
よ
る
と
、
弘
文
館
で
は
武
徳
九
年
会
合
二
ハ
）

九
月
、
虞
世
南
・
措
亮
・
挑
思
廉
・
欧
陽
詞
・
察
允
恭
ら
に
、
本
官
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の
ほ
か
学
士
を
兼
ね
て
、
更
替
に
宿
直
さ
せ
、
時
に
召
し
て
文
学
や

政
事
を
論
じ
さ
せ
た
。

貞
観
元
年
（
六
二
七
）
に
は
、

在
京
の
文
武

職
事
官
五
品
己
上
の
子
弟
で
、
学
童
日
を
好
む
も
の
、
ま
た
書
の
才
能

の
あ
る
も
の
に
、
館
内
で
書
を
学
ぶ
こ
と
を
許
し
、
そ
の
法
書
は
宮

中
か
ら
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
年
の
入
館
す
る
も
の
二
十
四

人
、
虞
世
南
と
欧
陽
詞
に
措
法
を
教
授
さ
せ
た
。
そ
の
余
暇
に
は
経

書
や
史
書
を
学
ば
せ
、
時
に
試
験
を
行
っ
て
貢
挙
に
準
じ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
民
間
で
書
を
善
く
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
追
徴
し
て
官
に

入
れ
た
か
ら
、
十
数
年
の
聞
に
、
海
内
風
に
従
う
と
い
う
盛
況
を
呈

す
る
に
至
っ
た
（
『
法
書
要
録
』
巻
四
唐
朝
叙
害
録
）
。
弘
文
館
の
設
置
、
な

ら
び
に
欧
・
虞
二
家
の
登
用
は
、
書
芸
の
奨
励
に
少
な
か
ら
ぬ
貢
献

を
な
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
制
度
と
し
て
は
、
六
つ

の
国
学
の
一
に
書
学
が
あ
り
、
科
挙
の
試
験
に
も
明
字
科
と
い
う
も

の
が
あ
っ
た
。
ま
た
官
吏
と
し
て
任
用
さ
れ
る
に
は
、
身
・
言
・
書

・
判
の
四
つ
の
鐙
衡
基
準
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
書

と
は
、

「
楢
法
建
美
を
一
言
う
」
と
、

『
新
唐
書
』
選
挙
志
は
説
明
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
上
か
ら
見
て
も
、
当
時
の
官
界
に
お

け
る
書
芸
尊
重
の
気
風
を
、
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
宮
廷
に
お
い
て
は
、
古
書
跡
の
蒐
集
整
理
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
。

貞
観
六
年
（
六
三
二
）
正
月
八
日
、

太
宗
の
勅
命
に

(196) 

よ
っ
て
御
府
に
収
蔵
す
る
古
今
の
工
書
、
鍾
訴
、
王
義
之
等
の
真
蹟
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を
整
理
せ
し
め
、

一
千
五
百
一
十
巻
を
得
た
（
賠
朝
叙
書
録
）
。
貞
観
十

一
年
（
六
一
一
一
九
）

に
も
勅
命
に
よ
っ
て
王
義
之
の
蓄
を
購
求
し
、

高

価
を
も
っ
て
こ
れ
に
酬
い
た
の
で
、
四
方
の
妙
跡
は
こ
と
ご
と
く
至

ら
ざ
る
な
し
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
時
起
居
郎
袴
遂
良
、
校
書
郎
王
知

敬
等
に
校
定
せ
し
め
、
典
儀
王
行
真
に
装
背
せ
し
め
た
王
義
之
の
書

は
、
す
べ
て
二
千
二
百
九
十
紙
、
十
三
峡
一
百
二
十
八
巻
に
上
り
、

美
し
い
軸
装
と
套
峡
を
施
し
て
、
合
縫
に
は
「
貞
観
」
二
字
の
小
印

を
用
い
た
（
張
懐
礎
二
王
等
書
録
）
。

則
天
武
后
の
神
功
元
年
（
六
九
七
）

に
は
、
現
邪
の
王
氏
の
子
孫
に
あ
た
る
王
方
慶
が
、
家
蔵
の
王
氏
歴

代
の
遺
書
十
巻
を
進
上
し
て
い
る
（
唐
朝
叙
書
録
、
旧
唐
苦
八
九
王
方
慶
伝
）
。

玄
宗
の
開
元
十
六
年
（
七
二
八
）

五
月
に
は
、

二
王
の
真
跡
お
よ
び

張
芝
、
張
題
等
の
真
跡
す
べ
て
一
百
五
十
巻
を
、
集
賢
院
に
付
し
て

煽
進
せ
し
め
て
い
る
（
唐
朝
叙
書
録
）
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
徐
浩
の
「
古

跡
記
」
、
張
懐
曜
の
「
二
王
等
書
録
」
、
「
唐
朝
叙
書
録
」
、
室
述
の
「
叙

書
録
」
、
直
元
卿
の
「
法
書
録
」

（
以
上
『
法
書
要
録
』
所
収
）
な
ど
に
、

詳
し
く
記
録
さ
れ
、
太
宗
の
貞
観
年
間
と
、
玄
宗
の
開
元
年
間
に
お

い
て
、
と
く
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
民
聞
か
ら
献
上



さ
れ
る
書
跡
の
中
に
は
、
偽
物
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
真
偽

の
鑑
別
に
は
、
初
め
虞
世
南
が
あ
た
り
、
彼
の
袈
後
は
、
規
徴
の
推『法

書
要
録
』
巻
三
に
収
め
る
袴
遂
良
撰
「
晋
右
軍
王
義
之
書
目
一
単
一
」

は
、
彼
が
貞
観
年
間
に
、
禁
中
に
お
い
て
義
之
の
書
を
臨
写
し
た
時

薦
に
よ
っ
て
袴
遂
良
が
用
い
ら
れ
た
（
『
旧
唐
書
』
八
十
諸
遂
良
伝
）
。

に
録
出
し
て
お
い
た
目
録
と
さ
れ
て
い
る
（
同
「
書
目
」
敗
語
）
。
義
之
の

書
跡
の
中
で
も
と
く
に
著
名
な

「
楽
毅
論
」

「
蘭
亭
序
」
や

は
、
模
本
を
作
っ
て
功
臣
に
賜
与
さ
れ
、
ま
た
太
宗
や
高
宗
な
ど
の

御
書
も
、
臣
下
に
下
賜
さ
れ
て
、
政
教
の
資
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

，－。
今
卜

ま
ず
国
初
で
は
貌
徴
（
五

次
に
私
家
の
収
蔵
に
つ
い
て
見
る
に
、

入

O
1六
四
三
）
の
家
が
図
籍
を
富
有
し
、
虞
・
楕
の
書
跡
を
多
く
蔵

し
て
い
た
。
徴
の
族
子
醇
稜
は
、
欧
虞
楕
醇
と
並
称
さ
れ
る
大
家
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
名
品
を
よ
く
学
び
、
筆
態
は
透
麗
、
当
時
及
ぶ

も
の
が
な
い
ま
で
に
至
っ
た
（
『
旧
唐
書
』
七
三
酔
稜
伝
）

0

則
天
時
代
に

唐代の書論（杉村）

工
書
を
も
っ
て
鳳
閣
（
中
書
省
）

宮
殿
の
門
額
な
ど
を

に
直
し
、

手
に
揮
毒
し
た
鍾
紹
京
も
、
も
と
よ
り
書
画
の
古
跡
を
好
み
、
二
王

お
よ
び
橋
遂
良
の
書
を
衆
め
て
数
十
百
巻
に
上
っ
た

（
『
旧
唐
香
』
九
七

鍾
紹
京
伝
）
。

意
述
（
｜
七
五
七
）
は
家
に
書
二
万
巻
を
窓
掠
め
て
、

な
ど

み

ず

か
ら
校
定
し
、
御
府
も
こ
れ
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
古
今
朝
臣
の
図
、

歴
代
知
名
人
の
画
、
観
晋
己
来
の
草
隷
真
跡
数
百
巻
、
古
碑
、
古
器
、

薬
方
、
格
式
、
銭
譜
、
璽
譜
の
類
、
当
代
名
公
の
尺
題
に
至
る
ま
で
、

」
と
ご
と
く
備
わ
ら
ざ
る
な
し
と
い
う
一
大
収
蔵
家
で
あ
っ
た
（
『
旧

唐
書
』
一

O
二
意
述
伝
）
。

そ
の
著
録
「
叙
書
録
」

は
法
書
要
録
の
中
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。

太
原
出
身
の
王
涯
（
｜
八
三
五
）

は
博
学
好
古

で
文
章
も
能
く
し
た
が
、
権
勢
に
近
づ
い
て
、
そ
の
収
蔵
ぶ
り
も
世

の
寛
み
を
買
う
よ
う
な
一
面
が
あ
っ
た
。
家
蔵
の
書
数
万
巻
あ
り
、

秘
府
に
惜
し
か
っ
た
が
、
前
代
の
法
書
名
画
で
、
人
の
珍
重
す
る
も

ま
ね

の
は
、
厚
貨
を
も
っ
て
こ
れ
を
致
き
、
貨
を
受
け
な
い
も
の
は
、
官

爵
を
も
っ
て
こ
れ
を
致
い
た
。
し
か
も
厚
く
垣
薮
を
つ
く
り
、
こ
れ

を
複
壁
に
蔵
し
た
と
い
う
（
『
旧
唐
宮
』
一
六
九
王
法
伝
）
。
張
弘
靖
（
七
六

o
l八
二
四
）
の
家
は
三
相
の
張
氏
と
呼
ば
れ
た
名
家
で
、
書
画
の
収

蔵
も
多
く
、
秘
府
に
伴
し
か
っ
た
。
弘
靖
の
孫
の
彦
遠
は
博
学
で
文

辞
あ
り
（
『
旧
唐
書
』
一
一
一
七
張
弘
抗
伝
）
、
家
蔵
の
豊
か
な
資
料
に
も
と
づ

い
て
、

『
歴
代
名
画
記
』
十
巻
、

『
法
書
要
録
』
十
巻
の
二
大
著
を

今
日
に
遺
し
て
い
る
（
『
法
書
要
録
』
の
序
文
を
参
照
）
。
宮
廷
や
、
民
間
の

富
豪
に
よ
る
収
蔵
は
、
こ
の
よ
う
に
は
な
は
だ
盛
ん
で
あ
っ
た
。
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『
旧
唐
書
』
巻
一
六
五
柳
公
権
伝
は
、
当
時
、
中
央
の
大
官
た
ち
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が
こ
ぞ
っ
て
柳
公
権
の
書
を
求
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
八
ム
権
は

初
め
王
義
之
の
書
を
学
び
、
あ
ま
ね
く
近
代
の
筆
法
を
閲
し
、
体
勢

は
勤
掘
、
白
か
ら
一
家
を
成
し
た
。

野
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
東
方
諸
国
の
中
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
使
者
を

遣
わ
し
て
、
欧
陽
詞
や
柳
公
権
等
の
書
一
跡
を
求
め
て
く
る
も
の
も
あ

っ
均
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
に
お
け
る
唐
文
化
伝
播
の
実
例
を
示
す
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以
て
不
孝
と
為
す
。

当
時
公
卿
大
臣
の
家
、
碑
板
に
公
権
の
手
筆
を
得
ざ
る
者
は
、
人
も
の
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。

と
見
え
る
。
こ
う
し
た
王
侯
貴
族
に
よ
る
書
画
蒐
集
熱
の
高
ま
り
は
、

や
が
て
比
較
的
余
裕
の
あ
る
庶
民
の
間
に
も
波
及
し
た
と
思
わ
れ
る
。

李
豪
の
『
唐
国
史
補
』
巻
之
下
に
は
、
貞
元
（
徳
宗
七
八
四
｜
八

O
四）

以
後
の
長
安
の
風
俗
に
つ
い
て
、

長
安
風
俗
、
自
＝
貞
元
一
修
－
一
子
遊
宴
一
其
後
或
修
＝
子
書
法
図
画
一
或
修
旦

子
博
突
一
或
修
＝
子
ト
祝
一
或
修
晶
子
服
食
一
各
有
ν
所
ν
蔽
也
、

と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
安
の
風
俗
が
徳
宗
朝
以
後
、
著
修

と
頚
廃
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
を
批
判
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
反
面
、
書
画
の
鑑
賞
が
、
か
く
ま
で
庶
民
の
聞
に
も
広
く
普

及
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
を
裏
書
き

す
る
か
の
よ
う
に
、
長
安
や
洛
陽
に
お
い
て
は
、
書
跡
の
販
売
を
業

①
 

と
す
る
商
人
の
出
現
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
唐
は
当
時
の
世
界
的
な
帝
国
と
し
て
、
そ
の
文

化
は
広
く
周
辺
諸
国
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

い
ま
書
の
分

二
、
初
唐
の
書
論

唐
代
の
書
論
に
つ
い
て
は
、
従
来
中
田
勇
次
郎
、
中
村
茂
夫
両
氏

③
 

ら
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
研
究
の
資
料
と
な
る
文
章
そ
の
も
の
が
、
か
な
り
抽
象
的
な

叙
述
が
多
い
た
め
に
、
そ
の
思
想
内
容
に
ま
で
立
入
っ
て
検
討
し
ょ

う
と
す
る
と
き
、
そ
の
解
釈
は
一
定
せ
ず
、
ま
た
こ
れ
を
書
論
史
の

立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
体
系
づ
け
る
か
と
い
っ
た
点
で
は
、
未
だ
十

分
な
解
明
を
得
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
私
は
先
学
の
業
績

④
 

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
前
稿
に
つ
づ
く
中
国
書
論
史
の
一
環
と
し
て
、

こ
こ
に
改
め
て
唐
代
の
書
論
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
と
思
う
。

初
唐
に
室
田
を
論
じ
た
文
章
と
し
て
は
、
太
宗
、
虞
世
南
、
欧
陽
詞

ら
の
名
を
冠
し
た
も
の
が
、
今
日
い
く
つ
か
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
全
て
が
実
際
に
彼
ら
の
手
で
書
か
れ
た
か
ど
う
か
、
多
少
の
疑

聞
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時
の
書
論
の
一
般
的
な
傾
向
を
知



る
資
料
と
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
つ
い

て
論
述
を
試
み
よ
う
。

ま
ず
こ
の
期
の
書
論
と
し
て
、
最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
遺
し
て

い
る
の
は
虞
世
南
（
五
五
八
｜
六
三
人
）
で
あ
る
。
彼
の
伝
記
は
『
旧

唐
書
』
の
巻
七
二
、

『
新
唐
書
』
の
巻
一

O
二
に
見
え
て
い
る
か
ら
、

詳
し
く
は
そ
ち
ら
に
譲
る
。

た
だ
書
に
関
し
て
、
同
郡
（
越
州
徐
挑
）

の
沙
門
智
永
が
王
義
之
の
書
を
普
く
し
た
の
で
、
世
南
は
こ
れ
を
師

と
し
、
そ
の
体
を
妙
得
し
て
か
ら
、
名
声
が
広
ま
っ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
弘
文
館
に
入
っ
て
、
欧
陽
詞
と
と
も
に
書
法
を
教
え
た
と

き
は
、
す
で
に
六
十
歳
を
越
え
て
い
た
。
太
宗
は
、
彼
を
書
の
第
一

の
顧
問
と
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
人
物
を
深
く
敬
愛
し
、

つ
ね
に

世
南
の
五
絶
と
し
て
、
徳
行
、
忠
直
、
博
学
、
文
辞
、
書
簡
を
あ
げ

て
推
称
し
て
い
た
と
い
う
。

貞
観
十
二
年
（
六
三
人
）

に
彼
が
八
十

一
歳
で
残
し
た
と
き
、
太
宗
は
親
王
泰
に
手
勅
を
与
え
て
、

「
虞
世

南
は
我
と
猶
お
一
体
の
ご
と
き
な
り
。
遣
を
拾
い
過
を
補
い
、
日
と

唐代の書論（杉村）

し
て
暫
ら
く
も
忘
る
る
な
し
。
当
代
の
名
臣
、
人
倫
の
準
的
な
り
。

い

さ

こ

こ

吾
に
小
失
あ
れ
ば
、
必
ず
顔
を
犯
し
て
之
れ
を
諦
む
。
今
そ
れ
云
に

亡
し
。
石
渠
、
東
観
の
中
、
復
た
人
な
し
。
痛
惜
宣
に
言
う
ベ
け
ん

や
[_  

（
『
全
唐
文
』
巻
九
）
と
、
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。

虞
世
南
の
著
述
と
し
て
、

『
旧
唐
書
』
本
伝
及
び
『
新
唐
室
己
芸

文
志
に
見
え
る
「
虞
世
南
集
三
十
巻
」
は
侠
し
て
伝
わ
ら
ず
、
『
北
堂

童
画
紗
』
と
『
帝
王
略
論
』
が
今
日
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
書
に
関
す

る
文
章
と
し
て
は
、

「
書
出
回
述
」
、
「
筆
髄
（
論
）
」
、
「
勧
学
篇
」
な
ど

カf

『
法
書
要
録
』
、
『
墨
池
編
』
、
『
書
苑
菩
華
』
そ
の
他
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
書
論
と
し
て
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の

は
筆
髄
で
、
こ
れ
は
原
生
（
又
は
叙
体
）
、
弁
応
、
釈
真
、
釈
行
、
釈

草
、
契
妙
の
各
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。
彼
が
こ
こ
で
言
わ
ん
と
す
る

要
旨
は
、
第
一
に
、
書
作
に
当
っ
て
精
神
を
統
一
す
べ
き
こ
と
、
第

二
に
心
気
の
沖
和
す
べ
き
こ
と
、
第
三
に
心
を
「
君
」
と
し
、
手
を

「
臣
」
と
す
べ
き
こ
と
、
な
ど
に
帰
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
契
妙
篇
で
は
書
作
の
態
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る

欲
ν
書
之
時
、
当
＝
収
ν
視
反
ν
聴
、
絶
ν
慮
凝
立
仰
、

心
正
気
和
、

則契－一

於
妙
一
心
神
不
ν
正
、
書
則
敬
斜
、
志
気
不
ν
和
、
書
則
顛
件
、
（
其
道
）

同
－
－
魯
廟
之
器
↓
虚
則
欲
、
満
則
夜
、
中
則
正
、
正
者
沖
和
之
気
也
、

と

冒
頭
の
句
は
、
陸
機
の
文
賦
（
『
文
選
』
巻
一
七
）
に
見
え
る

「其

始
也
、
皆
収
視
反
聴
、
耽
思
傍
訊
」
か
ら
借
り
た
も
の
で
、
李
善
は
、

(199) 

「
収
視
反
聴
と
は
、
視
聴
せ
ざ
る
を
言
う
な
り
、
耽
思
傍
訊
と
は
、
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静
思
し
て
之
れ
を
求
む
る
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外

物
の
刺
激
に
よ
っ
て
生
ず
る
す
べ
て
の
妄
想
雑
念
を
断
ち
ぎ
っ
て
、

ひ
た
す
ら
精
神
を
集
中
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
が
あ
ら

ゆ
る
創
作
活
動
の
基
本
的
な
心
構
え
で
あ
る
こ
と
、
改
め
て
言
う
ま

で
も
あ
る
ま
い
。

つ
づ
い
て
彼
は
、
心
気
の
沖
和
を
と
い
て
、
室
田
の

均
整
美
に
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
む
か
し
魯
の
桓

公
の
廟
堂
に
あ
っ
た
と
い
う
「
歓
器
」

（
『
孔
子
家
語
』
三
怒
績
に
見
え
る

と
同
じ
で
、
空
の
時
は
傾
き
、
満
つ
れ
ば
覆
え
り
、
う
ま
く
中
ほ
ど

ま
で
注
ぐ
と
、
は
じ
め
て
正
し
く
坐
る
の
だ
と
い
う
。

欧
陽
詞
が
善
奴
に
付
し
た

「
伝
授
訣
」

に
も
、

「
気
力
縦
横
」
、

寸
凝
神
静
慮
」
を
説
き
、
あ
る
い
は
長
短
、
粗
細
、
疎
密
、
敬
正
、

緩
急
、
肥
痩
が
い
ず
れ
に
も
偏
ら
ず
、
自
然
の
ま
ま
に
体
を
備
え
る

」

L
」、身
c
rり
H
L

、
「
字
勢
を
審
び
ら
か
に
し
て
、
四
面
よ
く
整
い
、

八
辺
具
さ
に
備
わ
る
」
の
が
よ
い
と
言
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
措
書
作

品
に
見
ら
れ
る
完
成
さ
れ
た
均
整
美
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
に
裏
づ

け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

再
び
、
虞
世
南
の
契
妙
篇
に
も
ど
る
と
、
上
文
に
続
い
て
、

字
雌
v
有
ν
質
、
跡
本
無
為
、
一
果
＝
陰
陽
一
而
動
静
、
体
－
一
物
像
一
而
成
ν
形、

達
ν
性
通
ν
変
、
其
常
不
ν
住、

と
。
文
字
に
は
一
定
の
約
束
さ
れ
た
形
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が

(200) 

一
た
び
蓄
の
作
品
と
し
て
書
か
れ
る
時
は
、
千
差
万
別
、
無
限
の
妙
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味
が
生
ず
る
。
自
然
の
動
態
や
物
象
に
な
ぞ
ら
え
て
造
形
さ
れ
る
さ

ま
は
、
ま
さ
に
融
通
無
碍
、
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
故
、

書
道
の
玄
妙
を
理
解
す
る
に
は
、

「
心
悟
」
に
よ
ら
な
け

「
神
遇
」

れ
ば
な
ら
な
い
と
も
言
う
。

字
形
な
る
者
は
、
目
の
視
る
が
如
き
な
り
。
目
に
止
限
あ
り
と
な
す
は
、

字
体
に
執
わ
る
る
に
由
る
な
り
。

書
を
鑑
賞
す
る
ば
あ
い
、
文
字
の
形
は
目
で
視
る
が
ま
ま
の
も
の
で

あ
る
。
自
の
視
覚
作
用
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
字
体
に
と
ら

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
文
字
の
形
は
心
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
形
を
通

し
て
そ
の
奥
に
ひ
そ
む
心
を
悟
得
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
書
者
の
立
場
に
お
き
か
え
る
と
、
心
と
手
の
問
題
と
な
る

だ
ろ
う
。
弁
応
篇
で
は
、

「
心
は
君
と
な
す
。
妙
用
窮
ま
り
な
し
、

故
に
君
と
な
す
な
り
。
手
は
輔
と
な
す
。
命
を
承
け
て
股
肱
の
用
を

喝
す
、
故
に
臣
と
な
す
な
り
」
と
、
心
手
を
君
臣
の
関
係
に
鳴
え
て

い
る
。
さ
ら
に
契
妙
篇
で
は
、
書
者
の
精
神
状
態
や
揮
喜
態
度
を
も

う
少
し
具
体
的
に
説
明
す
る
。

た
と
え
ば
銅
を
鋳
て
好
い
鋭
を
作
る
の
は
、
単
に
匠
者
の
冴
え
た
技
の



み
で
は
な
い
。
筆
を
仮
っ
て
心
を
伝
え
る
の
も
、
単
な
る
筆
端
の
妙
技

M
〈

で
は
な
い
。
必
ず
「
心
を
澄
ま
せ
思
い
を
運
ら
し
、
至
微
至
妙
の
聞
に

出
心
じ
思
い
徹
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
李
伊
｝
ひ
け
ば

妙
な
る
響
き
が
意
の
ま
ま
に
流
れ
、
筆
を
と
れ
ば
逸
れ
た
形
が
筆
の
動

に

ぎ
に
応
じ
て
現
わ
れ
る
の
に
も
同
て
い
る
。
書
を
学
ぶ
も
の
は
、
心
に
至

妙
を
悟
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
書
は
無
為
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
言
っ
て
、
こ
の
篇
を
結
ん
で
い
る
。

釈
真
、
釈
行
、
釈
草
の
諸
篇
は
、
漢
観
以
来
の
筆
勢
論
の
系
統
を

ひ
く
も
の
で
、
自
然
の
動
態
に
喰
え
て
い
る
点
は
、
旧
来
と
変
ら
な

い
が
、
し
か
も
具
体
的
な
用
筆
法
と
関
係
づ
け
て
論
じ
て
い
る
所
に

特
色
が
認
め
ら
れ
る
。

太
宗
は
、
書
作
と
書
論
の
両
面
で
虞
世
南
に
啓
発
さ
れ
る
所
が
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
帝
の
書
論
に
少
し
く
触
れ
て
お

、
」
、
「
ノ
。

「
唐
朝
叙
書
録
」
は
、
太
宗
が
朝
臣
に
語
っ
た
言
葉
と
し
て
、

帝
が
年
少
の
時
か
ら
親
し
く
体
験
し
た
軍
陣
の
か
け
ひ
き
を
述
べ
た

唐代の書論（杉村）

あ
と
、
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
一
節
を
伝
え
て
い
る
。

今
吾
臨
二
白
人
之
室
田
一
殊
不
ν
学
＝
其
形
勢
一
唯
在
ν
求
＝
其
骨
力
一
及
ν
得－一

其
骨
力
一
而
形
勢
自
生
耳
、
然
吾
之
所
ν
為
、
皆
先
＝
作
意
一
是
以
果
能
成

也

と
。
す
な
わ
ち
、
書
に
「
形
勢
」
と
「
骨
力
」
を
区
別
し
、
古
人
の

書
を
臨
書
す
る
と
き
は
、
そ
の
形
勢
を
学
ば
ず
、
た
だ
骨
力
を
求
め

る
の
を
主
眼
と
す
る
。
骨
力
を
得
た
な
ら
ば
、
形
勢
は
白
か
ら
生
ず

る
、
と
い
う
。
形
勢
と
は
、
眼
に
見
え
る
外
形
で
あ
り
、
そ
の
外
形

を
背
後
か
ら
支
え
て
い
る
基
本
的
な
力
、
バ
ッ
グ
ボ
l
y
が
す
な
わ

ち
骨
力
で
あ
ろ
う
c

形
勢
は
、
眼
と
手
の
働
き
つ
ま
り
技
巧
に
よ
っ

て
把
え
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
骨
力
は
よ
り
多
く
精
神
的
な
内
実
と

結
び
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
形
勢
と
骨
力
の
対
比
は
、
外
形
と

内
面
、
技
巧
と
精
神
の
対
比
に
お
き
か
え
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
太
宗
の
「
筆
意
」
と
題
す
る
文
章
は
、
王
僧
農
の
「
筆
意
賛
」

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

「
学
書
の
難
き
は
、
神
彩
を

上
と
な
し
、
形
質
之
れ
に
次
ぐ
。
之
れ
を
兼
ね
る
者
は
便
ち
古
人
に

到
ら
ん
。
こ
れ
を
以
て
之
れ
を
言
え
ば
、
量
に
多
く
得
る
に
易
か
ら

ん
や
。
必
ら
ず
心
を
し
て
筆
を
忘
れ
、
手
を
し
て
書
を
忘
れ
し
む
。

心
手
情
を
遣
り
、
書
す
る
に
想
い
を
妄
り
に
せ
ず
」
と
あ
る
。
こ
こ

に
い
う
神
彩
、
形
質
も
、
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の
骨
力
、
形
勢
に
対
応
す

る
同
義
語
と
見
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
外
形
と
骨
格
を
区
別
し
、
骨
格
に
お
い
て
、
よ
り
本

(201) 

質
的
な
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
発
想
法
は
、
古
く
は
馬
相
や
人
相
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の
判
定
法
に
用
い
ら
れ
た
方
法
で
あ
っ
同
。
そ
れ
が
や
が
て
絵
画
の

方
面
で
骨
法
用
筆
の
思
想
を
生
み
、
書
に
お
い
て
も
骨
力
を
尊
ぶ
思

考
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
ご
と
く
、
太
宗
は
書
の
精
神
的
な
内
容
を
重
視
し
た
が
、
そ

の
精
神
は
い
か
な
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
尊
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
同

じ
く
「
指
意
」
と
題
す
る
文
章
で
は
、
そ
の
こ
と
を

夫
字
以
v
神
為
z
精
塊
一

神
若
不
ν
和
、
則
字
無
z
態
度
一
也
、
以
＝
心
事
－

為
ν
骨
、
心
若
不
ν
堅
、
則
字
無
－
一
勤
健
一
也
、
一
以
＝
副
毛
一
為
昌
皮
膚
一
副

若
不
ν
円
、
則
字
無
＝
温
潤
一
也
、
所
ν
資
心
副
相
参
用
、
神
気
沖
和
為
ν

妙

と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
精
神
の
沖
和
を
強
調
す
る
こ
と
、
虞
世
南

と
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
具
体
的
な
用
筆
法
を
か
ら
ま
せ
て
論
じ

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
心
喜
と
は
筆
の
中
心
の
毛
、
副
毛
は
こ

れ
を
つ
つ
む
外
側
の
毛
の
こ
と
、
心
事
は
骨
を
作
っ
て
勤
健
の
趣
を

出
し
、
副
毛
は
皮
膚
を
作
っ
て
温
潤
の
趣
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
霊
園
線
の
構
造
を
骨
と
肉
に
分
け
る
こ
と
は
、
す
で
に
貌
晋
に

見
ら
れ
、
梁
の
武
帝
は
そ
れ
ら
の
現
わ
す
美
的
効
果
を
、

「
力
」
と

「
娼
」
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
心
事
と
副
毛
の
作
用

に
よ
っ
て
生
、
す
る
と
考
え
た
こ
と
は
、
大
宗
の
創
見
で
あ
る
。
書
作

の
要
諦
は
、
神
気
が
自
然
の
ま
ま
に
沖
和
す
る
こ
と
で
あ
り
、
次
に

(202) 

は
心
・
副
参
用
す
る
鋒
＋
亡
の
働
き
で
あ
り
、
指
腕
の
み
を
用
い
る
こ
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と
は
、
最
も
下
等
な
こ
と
と
し
て
戒
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
太
宗
の
「
筆
法
」
と
題
す
る
文
章
で
は
、
冒
頭
に
虞
世
南

の
筆
髄
を
借
り
て
（
あ
る
い
は
錯
入
か
も
知
れ
な
い
て
精
神
の
統
一
と

心
気
の
沖
和
を
述
べ
た
あ
と
、
具
体
的
な
筆
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

為
ν
点
必
収
、
貴
z
緊
而
重
「
為
ν
画
必
勤
、
貴
＝
渋
而
遅
「
為
ν
整
必
掠
、

貴
＝
険
市
勤
↓
為
ν
竪
必
怒
、
貴
＝
戦
而
雄
一

為
ν
文
必
潤
、
貴
＝
遅
凝
而

右
顧
一
為
ν
環
必
郁
、
貴
＝
盛
ν
鋒
而
娘
転
一

為
ν
波
必
棟
、
貴
－
ニ
ニ
折
而

遣
事
官
宅
、

す
な
わ
ち
、
文
字
の
構
成
要
素
と
し
て
、
点
、
画
、
撃
、
堅
、
文
、

環
、
波
の
七
種
を
あ
げ
、
各
点
画
に
托
す
べ
き
書
者
の
意
趣
を
詳
し

く
分
析
し
て
い
る
。
梁
の
武
帝
の
「
観
鍾
読
書
法
十
二
意
」
で
は
、

単
に
文
字
の
構
成
要
素
十
二
種
を
分
解
し
て
列
挙
し
た
に
す
ぎ
な
か

つ
れ
ん
、

「
筆
陣
図
」
や
「
題
筆
陣
図
後
」
は
、
恐
ら
く
そ
れ
よ
り
後

の
作
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
自
然
現
象
に
喰
え
る
単
純
な
説
明
句
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
太
宗
は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
書
者
の
意
趣
を

多
彩
に
区
別
し
て
、
そ
れ
を
筆
画
の
中
に
と
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い



る
。
こ
の
よ
う
に
太
宗
の
書
論
は
、
全
体
と
し
て
虞
世
南
を
受
け
つ

ぎ
な
が
ら
、
そ
の
精
神
面
を
、
具
体
的
な
筆
法
と
関
連
づ
け
て
論
じ

て
い
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
六
朝
期
の
書
論
が
、
観
者
の
立
場
か
ら
す
る

鑑
賞
論
に
留
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
初
唐
に
な
る
と
、
書
者
の
立

場
か
ら
す
る
表
現
論
が
多
く
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
書
論
史
に
お

け
る
新
し
い
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

、
李
嗣
真
と
孫
過
庭

則
天
武
后
の
時
代
に
は
、
李
嗣
真
の
「
書
後
口
問
」
と
、
孫
過
庭
の

「
書
一
譜
」
が
書
か
れ
た
。
後
者
に
は
、
「
垂
扶
三
年
（
六
八
七
）
写
記
」

の
奥
書
が
あ
る
。
前
者
に
は
紀
年
が
な
い
が
、

ほ
ぼ
同
じ
頃
に
書
か

れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
先
ず
李
嗣
真
の
「
書
後
品
」

を
説
き
、
次
い
で
孫
過
庭
の
「
書
盛
岡
」
に
及
び
た
い
と
思
う
。

李
嗣
真
の
伝
記
は
、

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
お
よ
び
『
新
唐
書
』

『
旧
唐
書
』
に
は
、
滑
州
匡
城
（
河
北
省
）
れ
ど
も
、
彼
が
鋭
い
感
覚
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と

は
で
き
よ
う
。

唐代の書論（杉村）

巻
九
一
に
見
え
て
い
る
。

の
人
と
あ
る
が
、
『
新
唐
書
』
で
は
、
字
は
承
胃
、
越
州
柏
（
河
北
省
）

の
人
に
作
る
。
博
学
に
し
て
音
律
に
明
る
く
、
か
ね
て
陰
陽
推
葬
の

衡
を
善
く
し
た
。
弱
冠
に
し
て
明
経
に
挙
げ
ら
れ
、
弘
文
館
に
直
し

て
修
撰
の
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
時
、
館
中
三
年
少
の
一
人
と
し
て

嘱
望
さ
れ
た
。

一
時
地
方
官
に
出
た
が
、
の
ち
中
央
へ
徴
さ
れ
、
永

昌
中
（
則
周
、
六
八
九
）
に
右
御
史
中
丞
、
知
大
夫
事
を
拝
し
て
い
る
。

酷
吏
来
俊
臣
な
る
者
に
陥
れ
ら
れ
て
、
嶺
南
に
配
流
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
つ
い
で
万
歳
通
天
（
六
九
六
｜
九
七
）
の
年
に
め
し
還
さ
れ
、

桂
陽
に
至
っ
て
、
白
か
ら
死
ぬ
日
を
筆
し
、
当
日
暴
か
に
卒
し
た
と
い

ぅ
。
そ
の
著
に
「
明
堂
新
礼
」
十
巻
、
「
孝
経
指
要
」
、
「
詩
口
開
」
、
「
書

口問」

「
画
品
」
各
一
巻
が
あ
っ
た
。
彼
は
多
芸
多
才
、
画
を
苦
ノ
琳
に

学
び
、
仏
道
、
鬼
神
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
伊
琳

の
条
）
、
ま
た
音
楽
を
善
く
し
て
、
鋭
敏
な
音
感
の
持
主
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
章
懐
太
子
の
作
っ
た
宝
慶
曲
を
評
し
て
、

ず
、
君
臣
飛
く
な
り
。
角
、
徴
に
戻
る
、
父
子
疑
う
な
り
。
死
声
多

あ
た

太
子
そ
の
佐
官
に
任
ら

「
宮
、
商
を
召
さ

く
か
っ
哀
し
。

若
し
国
家
に
事
な
く
ん
ば
、

ん
」
と
言
い
、
彼
の
予
言
の
ご
と
く
、
俄
か
に
し
て
太
子
は
廃
さ
れ

た
と
い
う
。
こ
の
逸
話
が
ど
こ
ま
で
事
実
で
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
け

「
書
後
品
」

一
巻
は
、
す
で
に
張
彦
遠
が
『
法
書
要
録
』
巻
三
に
加

収
め
、
『
旧
唐
書
』
の
経
籍
志
、
『
新
唐
書
』
の
芸
文
志
、
賢
泉
の
「
述
書
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賦
」
、
い
ず
れ
も
そ
の
書
名
を
記
し
て
い
る
。
後
書
晶
、
あ
る
い
は
書

品
後
と
も
称
ば
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
変
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

秦
よ
り
唐
に
至
る
霊
園
の
名
家
八
十
二
人
（
本
文
に
八
十
一
人
と
あ
る
の
は
誤

り
）
を
、

十
段
階
に
分
け
て
品
第
し
、

論
評
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

彼
が
こ
れ
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
直
接
参
考
に
し
た
の
は
、
庚
肩
吾

の
「
書
品
」
と
、
衰
昂
の
「
古
今
書
評
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

全
体
の
体
裁
は
、

庚
肩
吾
の
九
品
（
上
中
下
を
さ
ら
に
一
一
一
分
）
の
上
に
逸

品
を
加
え
て
十
品
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
説
明
句
の
多
く
は
、
実
昂

に
な
ら
っ
て
、
「
：
：
：
の
如
し
」
と
い
う
比
喰
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
品
第
法
に
比
職
法
を
加
味
し
た
と
こ
ろ
に
、
李
嗣
真
の
創

意
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
評
句
を
検
討
し
て
み
る
と
、
か
な
り
多
方
面
の
要
素
を
含

ん
で
い
る
が
、
大
き
く
分
け
て
、

θ
骨
勢
と
据
趣
、

C
精
神
と
技
巧

と
い
う
、
六
朝
以
来
の
対
照
法
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
但
だ
研
冶
を
覚
ゆ
る
も
、

ま
ず
θ
の
好
例
と
し
て
、

殊
に
骨
気

な
し
」

便
据
こ
に
絹
に

（
張
朝
刊
）
、
剛
健
は
余
り
あ
る
に
非
ざ
る
も
、

作
る
）
は
惇
匹
少
な
し
」
（
衛
恒
・
杜
預
）
、
「
筋
骨
は
余
り
あ
る
も
、

は
謄
ら
ず
」
（
鐙
奇
跡
・
張
芝
）
な
ど
が
あ
る
。

ほ
か
に
骨
勢
に
つ
ら
な
る

語
句
を
拾
う
と
、
「
雅
勤
」

（
梁
鵠
）
、
「
遁
疎
」

（
索
靖
）
、
「
筆
力
」
（
庚

膚
肉

稚
恭
）
、
「
筆
勢
」
（
欧
陽
詞
・
漢
王
元
昌
）
、
「
筋
髄
」

（
陶
隠
居
）
、
「
驚
建
」

(204) 

（
謝
霊
運
）
、
「
縦
任
自
在
」

「
鋒
頴
迅
健
」

「
点
画

（謝安）、

（虞縛）、
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「
胸
盤
虎
腸
之
勢
」
（
謝
ぎ
な
ど
。

対
し
て
蝿
趣
を
意
味
す
る
語
句
に
は
、
「
風
華
艶
麗
」

皆
如
＝
鉄
石
－
」
（
保
護
）
、

」
れ
に

「
血
旦

（茶笛）、

艶
離
刻
」
（
格
遂
良
）
、
「
流
転
風
娼
」
（
衛
慣
・
社
君
、
「
宛
転
頗
称
＝
流
悦
－
」
、

（
梁
元
帝
）
な
ど
が
あ
る
。

（
房
彦
謙
）
、
「
敏
一
蹴
」

（
銭
毅
）
、
「
風
流
」

。
の
精
神
と
技
巧
に
つ
い
て
は
、
生
れ
な
が
ら
に
備
え
て
い
る
才

能
を
「
天
才
」
又
は
「
神
骨
」
と
呼
ん
で
、
生
後
に
修
得
さ
れ
る
技

巧
と
区
別
す
る
。

「
瑳
乎
、
天
才
を
有
す
る
者
、
或
い
は
未
だ
之
れ

（
書
の
こ
と
）
に
精
な
る
能
わ
ず
、
神
骨
を
有
す
る
者
、

則
ち
そ
の
功

こ
木
功
夫
に
作
る
）
虚
し
く
棄
て
ら
れ
る
」
と
い
う
。
逆
に
、
独
創
的

な
才
能
に
は
さ
ほ
ど
恵
ま
れ
な
く
て
も
、
技
法
の
修
錬
を
積
ん
で
一

「
精
熟
人

応
の
成
功
を
お
さ
め
た
人
物
と
し
て
、
例
え
ば
、
智
、
氷
を
、

に
過
ぐ
る
も
、
惜
し
む
ら
く
は
奇
態
な
し
」
と
評
し
、
祷
遂
良
を
、

「
右
軍
を
臨
写
し
て
亦
た
高
足
と
な
す
。
豊
撒
離
刻
、
盛
ん
に
当
今
の

尚
ぶ
所
と
な
る
。
但
だ
惜
し
む
ら
く
は
自
然
に
乏
し
く
、
功
勤
精
悉

な
る
の
み
」
と
評
し
て
い
る
。
精
熟
は
技
法
の
修
錬
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
も
の
、
奇
態
は
独
創
的
な
精
神
か
ら
生
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る

「
功
勤
精
悉
」
と
同
類
の
語
に
、

（
康
所
）
が
あ

「
功
密
精
勤
」



り

「
功
夫
」

れ

（
新
子
雲
）
、
「
規
則
」

（
蘭
静
文
）
な
ど
が
あ
る
。

ら
の
用
語
が
、
六
朝
の
書
論
に
見
ら
れ
た
天
然
と
功
夫
の
説
に
由
来

す
る
こ
と
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

次
に
評
句
と
品
第
と
の
関
係
を
見
る
と
、
「
千
鈎
強
湾
、
万
石
洪
鐘
」

に
た
と
え
ら
れ
る
李
斯
、
お
よ
び
「
筋
骨
有
レ
余
、
膚
肉
未
レ
賠
」
の

鐙
蘇
・
張
芝
が
、
逸
品
と
し
て
最
高
の
評
価
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
「
但
覚
＝
研
冶
一
殊
無
＝
骨
気
－
」
の
張
穂
、
お
よ
び
「
縦
任

軽
巧
、
流
転
風
堀
、
剛
健
非
ν
有
ν
余
、
便
蝿
（
輝
一
作
娼
）
少
z

惇
匹
－
」

の
衛
恒
・
杜
預
が
中
上
品
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
李

嗣
真
の
評
価
の
基
準
が
、
少
な
く
と
も
骨
勢
あ
る
も
の
を
上
位
と
し
、

蝿
趣
の
も
の
を
下
位
に
置
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

試
み
に
、
上
位
に
の
ぼ
っ
た
顔
ぶ
れ
を
順
に
挙
げ
る
と
、
逸
品
に

李
斯
、
張
芝
、
鍾
謀
、
王
義
之
、
王
献
之
の
五
人
。
上
上
品
に
程
週
、

握
瑳
の
二
人
。
上
中
品
に
察
畠
、
索
靖
、
梁
鵠
、
鍾
会
、
衛
瑳
、
章

誕
、
皇
象
の
七
人
。
上
下
品
に
崖
宴
、
都
壁
、
王
虞
、
衛
夫
人
、
王

唐代の書論（杉村）

治
、
都
惜
、
李
式
、
庚
翼
、
羊
欣
、
欧
陽
詞
、
虞
世
南
、
袴
遂
良
の

十
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
李
斯
は
秦
人
、
羊
欣
は
南
朝

宋
の
人
、
欧
・
虞
・
裕
は
唐
人
で
あ
る
の
を
除
け
ば
、
上
位
は
こ
と

ご
と
く
漢
貌
晋
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
書
の
歴
史
の

上
で
、
最
も
高
い
価
値
を
置
い
た
の
は
、
漢
貌
晋
の
古
法
で
あ
っ
た

（
こ
の
点
で
は
慶
扇
吾
の
書
品
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に
あ
る
）
。
彼
が
古
法
を

重
ん
じ
た
こ
と
は
、
評
句
の
中
ぐ
も
、

「
古
制
有
り
」
と
さ
れ
る
王

虞
や
、
「
古
風
を
帯
び
た
」
陸
機
、
李
夫
人
な
ど
を
、
好
意
的
に
と
り

あ
げ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
書
き
さ
れ
る
。
以
上
の
評
句
と
品

第
の
検
討
か
ら
し
て
、
李
嗣
真
が
漢
貌
晋
の
古
法
を
尊
重
し
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
古
法
と
は
、
畑
趣
少
な
く
、
骨
勢
の
秀
で
た
も
の
と
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

L
〕
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
古
法
の
尊
重
は
、
李
嗣
真
に
と
っ
て
、

い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
当
時
の
書
壇

の
動
き
に
つ
い
て
、
「
今
の
馳
驚
す
る
も
の
は
、
聖
を
去
る
こ
と
い
よ

い
よ
遠
く
、
徒
ら
に
方
円
を
識
り
て
、
点
画
に
迷
う
」
と
、
末
技
の
流

行
を
批
難
し
、

「
今
人
は
す
べ
て
師
範
を
聞
か
ず
、
又
た
白
か
ら
壁

局
な
し
」
と
、
規
範
の
無
視
さ
れ
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

古
の
学
者
に
は
み
な
師
法
あ
る
も
、
今
の
学
者
は
た
だ
胸
懐
に
任
す
の

み
。
自
然
の
逸
気
な
く
、
師
心
の
独
往
あ
り
。

と
断
ず
る
。
当
時
、
説
晋
以
来
の
古
法
を
無
視
し
て
、
個
性
を
尊
ぶ

書
風
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
李
嗣
真
は
こ
の
よ
う
な

(205) 

風
潮
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
も
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
立
場
か
ら
、
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「
書
後
口
問
」
を
著
わ
す
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

尋
問
致
問
」
の
著
者
孫
過
庭
は
、
正
史
に
全
く
現
わ
れ
て
こ
な
い
人
物

で
あ
る
。
張
懐
瑳
の
「
書
断
」
に
は
、

「
孫
度
礼
、
字
は
過
庭
、
陳

留
の
人
。
官
は
率
府
録
事
参
軍
に
至
っ
た
。
博
雅
に
し
て
文
章
有
り
、

草
者
は
二
王
を
憲
章
す
。
嘗
っ
て
運
筆
論
を
作
り
、
書
の
指
趣
を
得

た
」
と
あ
る
。
ま
た
同
じ
書
断
の
「
評
」
に
、
今
日
見
ら
れ
る
「
書

譜
」
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
運
筆
論
は
今
日
の
「
書

諮
問
」
、

も
し
く
は
そ
の
原
本
だ
っ
た
に
ち
、
が
い
な
い
。

一方、

「
孫
過
庭
、
字
は
度
礼
、
富
陽
の
人
、
右

衛
胃
曹
参
軍
」
と
見
え
て
い
る
。
張
・
賓
二
氏
の
記
す
と
こ
ろ
は
、

の
「
述
書
賦
」
注
に
は
、

甚
だ
し
く
食
い
ち
が
っ
て
い
る
が
、
誇
を
虚
礼
、
字
を
過
庭
と
す
る

の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
出
身
地
も
、
陳
留
（
河
南
省
）
、
富

陽
（
祈
江
省
）
の
ほ
か
、

呉
郡
（
江
蘇
省
）
の
人
（
書
譜
）

と
も
言
っ

て

一
定
し
な
い
。
詩
人
と
し
て
有
名
な
陳
子
昂
に
、

「
率
府
録
事

孫
君
墓
誌
銘
」
と
「
祭
率
府
孫
録
事
文
」
が
あ
っ
て
、

『
全
唐
文
』

巻
二
二
ハ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
墓
誌
銘
は
、

鳴
呼
、
君
詳
度
礼
、
字
過
庭
、
有
唐
之
不
遇
人
也
、
幼
尚
－
一
孝
悌
一
一
小
ν

及
ν
学
ν
文
、
長
而
聞
ν
道
、
不
ν
及
＝
従
ν
事
得
予
担
保
、
値
＝
凶
襲
之
災
↓
四

費
蒙

十
見
一
一
語
道
－
一
一
議
恵
之
議
↓
（
中
略
）
、
士
山
気
不
ν
遂
、
遇
己
都
疾
一
卒
＝
於
洛

(206) 

陽
植
業
里
之
客
舎
一
時
年
若
干
、
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と
記
し
て
い
る
。
子
昂
は
い
き
な
り
「
不
遇
の
人
」
と
言
っ
て
、
具

「瑳
k

孫
生
、
人
、

体
的
な
史
実
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
銘
に
、

献
が
遮
を
見
て
、
爾
の
霊
を
見
ず
」
と
あ
る
か
ら
、
何
か
重
大
な
事

件
に
関
係
し
て
、
彼
の
忠
信
仁
義
の
人
と
な
り
が
誤
解
さ
れ
、
世
に

容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
謹
言
を
蒙
っ
た
り
な
ど
し
て
、
四
十
歳
を
若
干
越
え
た
こ

ろ
、
暴
か
に
病
死
し
た
ら
し
い
。

「
霊
園
議
開
」
の
本
文
に
は
、

「余、

志
学
の
年
、
心
を
翰
墨
に
留
め
、
：
：
：
慮
を
極
め
精
を
専
ら
に
し
て
、

時
に
二
紀
を
途
ゆ
」

と
あ
っ
て
、

「室百一藷」

を
書
い
た
垂
扶
三
年

（
六
八
七
）

そ
れ
か
ら
数
年
後

に
、
彼
は
三
十
九
歳
以
上
で
あ
り
、

「
元
常
（
鍾
紙
）
す
で

ひ
と

に
没
し
て
、
墨
妙
伝
わ
ら
ず
。
君
の
逸
翰
、
噴
代
仙
に
同
し
」
と
、

に
没
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
「
祭
文
」
は
、

そ
の
書
芸
を
称
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
孫
過
庭
を
し
て
「
書
譜
」
を
書
か
せ
る
に
至
っ
た
直
接

の
動
機
は
、
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
は
、
伝
統
的
書
一
法
の
衰

微
と
い
う
意
識
が
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
書
の
歴
史
は
、
二
王
以
下
の

名
家
を
輩
出
し
た
東
晋
時
代
を
頂
点
と
し
て
、
し
だ
い
に
衰
微
し
、
書



の
本
質
は
見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
そ
こ
で
、

「
既
往
の
風
規
を
弘

め
、
将
来
の
器
識
を
導
く
」
こ
と
を
願
っ
て
、

「
書
謹
同
」
の
撰
述
を

思
い
た
っ
た
と
い
う
。
伝
統
の
喪
失
と
い
う
歴
史
的
意
識
に
も
と
づ

い
て
書
か
れ
た
こ
と
は
、

「
書
後
品
」
の
場
合
と
変
り
は
な
い
。
し

か
し
孫
過
庭
の
ば
あ
い
は
さ
ら
に
、
旧
来
の
書
論
に
対
す
る
不
満
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
漢
貌
以
来
、
書
を
論
じ
た
も
の
は
多

ぃ
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
あ
ま
り
に
も
雑
駁
と
し
て
お
り
、
そ
の
思

想
は
、
旧
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
う
り
す
る
か
、
た
と
え
新
説
を
出
し

て
も
、
将
来
に
何
ら
益
す
る
所
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
は
当
時
義

之
の
作
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
「
筆
陣
図
」
や
、
そ
の
他
諸
家
の
勢
評

の
類
を
取
る
に
足
ら
ず
と
な
し
、
義
之
が
献
之
に
与
え
た
と
伝
え
る

「
筆
勢
論
十
章
」
を
偽
物
と
断
じ
、
義
之
が
張
芝
と
と
も
に
書
を
学

ん
だ
と
い
う
俗
説
を
、
ま
っ
た
く
の
虚
誕
と
し
て
斥
け
て
い
る
。

唐代の書論（杉村）

「
書
譜
」
を
通
読
し
て
、
何
よ
り
も
印
象
深
く
思
わ
れ
る
こ
と
は
、

書
を
つ
ね
に
人
間
と
の
関
連
に
お
い
て
把
え
よ
う
と
し
た
、
孫
過
庭

一
例
を
あ
げ
る
と
、
被
は
全
篇
を
通
じ
て
、
常
に

の
態
度
で
あ
る
。

王
義
之
を
書
の
理
想
像
と
し
て
描
き
な
が
ら
、
論
を
進
め
て
い
く
わ

け
だ
が
、
そ
の
義
之
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
、
他
の
諸
家
と
比
べ
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

「
義
之
の
書
も
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
特
に
よ
く
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
思
慮
が
ゆ
き
と
ど
い
て
志
気
が
や
わ
ら
ぎ
、
激
せ

ず
属
せ
ず
し
て
、
風
規
の
白
か
ら
遠
き
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

王
献
之
以
下
の
人
々
は
、
努
力
し
て
気
取
っ
た
体
を
な
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
技
法
の
修
錬
が
同
じ
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
神
情
が
は
る
か

に
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
、
と
。
「
書
は
人
な
り
」
と
す
る
意

識
は
、
漢
貌
六
朝
時
代
に
も
、
底
流
と
し
て
は
見
ら
れ
た
が
、
書
と

人
間
の
結
び
つ
き
に
、
よ
り
深
い
省
察
を
加
え
、
そ
こ
に
書
の
本
質

を
見
出
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
孫
過
庭
の
画
期
的
な
業
績
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
。

書
を
作
者
の
人
間
性
の
現
わ
れ
と
み
る
以
上
、
書
の
本
質
を
窮
明

す
る
こ
と
は
、
人
間
理
解
に
も
つ
な
が
る
至
難
の
わ
ざ
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
、
書
を
見
る
態
度
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
う
。

異
を
好
み
奇
を
尚
ぶ
の
士
は
、
体
勢
の
多
方
を
翫
び
、
微
を
窮
め
妙
を

測
る
の
夫
は
、
推
移
の
奥
願
を
得
る
。
著
述
す
る
者
は
、
そ
の
糟
粕
を

仮
り
、
藻
鑑
す
る
者
は
、
そ
の
脊
華
を
抱
む
。

と
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
書
の
一
面
を
把
え
た
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
り
、
蓄
の
本
質
を
理
解
す
る
に
は
、
賢
達
の
士
で
、
し
か
も
加

以
上
の
諸
能
力
を
か
ね
備
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
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彼
が
「
貴
国
議
開
」
を
著
わ
し
た
気
ぐ
ら
い
も
、
こ
の
辺
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
彼
は
、
書
を
い
か
な
る
分
野
に
お
い
て
成
り
立
つ
芸
術

と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
素
材
で
あ
る
詩
文

と
、
書
の
表
現
、
と
の
関
係
か
ら
見
て
ゆ
く
の
が
よ
い
。
彼
は
こ
れ

を
義
之
の
小
楢
作
品
に
例
を
と
り
な
が
ら
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

写
－
一
楽
毅
一
則
情
多
＝
悌
欝
一
書
＝
画
讃
一
則
意
渉
＝
壊
奇
↓
賀
庭
経
則
恰
惇

虚
無
、
太
師
簸
又
縦
横
争
折
、
竪
＝
乎
蘭
亭
輿
集
↓
思
逸
神
超
、
私
門

誠
誓
、
情
拘
志
惨
、
所
謂
渉
ν
楽
方
笑
、
言
ν
哀
己
歎
、

と
。
す
な
わ
ち
不
運
な
英
雄
を
叙
し
た
「
楽
毅
論
」
で
は
、

「
情
に

悌
欝
多
く
」
、
世
を
玩
ん
だ
文
士
東
方
朔
の
画
讃
で
は
、
「
意
は
護
奇

に
渉
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
素
材
と
す
る
文
章
内
容
に
即
し
た
形
象
と

し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
く
。
し
か
も
、
義
之
の
執
筆
時
に
お

け
る
感
動
は
、

「
楽
し
き
に
渉
れ
ば
ま
さ
に
笑
い
、
哀
し
み
を
言
い

て
は
己
に
歎
く
」

（
陵
機
の
「
文
賦
」
か
ら
の
引
用
）
と
、
あ
た
か
も
哀
楽

に
感
じ
や
す
い
人
間
の
自
然
な
表
情
に
も
似
て
、
端
的
に
筆
に
托
し

て
吐
露
さ
れ
る
。
彼
は
、
詩
文
の
内
容
と
書
の
表
現
が
、
深
然
一
体

と
な
っ
た
所
に
、
書
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
彼
は
一
・
方
で
素
材
と
し
て
の
詩
文
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
書

と
し
て
の
表
現
意
欲
を
か
き
た
て
、
あ
る
い
は
沈
滞
さ
せ
る
条
件
を

(208) 

問
題
に
し
て
い
る
。
書
作
に
お
け
る
好
条
件
目
五
合
と
、
悪
条
件
目

よ

ろ

こ

ひ

ま

五
需
の
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
五
合
と
は
、
「
神
恰
び
務
閑
な
る
こ
と
」
、

し
た
が

「
恵
に
感
じ
知
に
御
う
こ
と
」
、
「
時
和
し
気
潤
う
こ
と
」
、
「
紙
墨
相
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発
す
る
こ
と
」
、
「
偶
然
に
書
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ

の
逆
の
場
合
が
五
希
で
あ
る
。
そ
し
て
五
請
が
と
も
に
集
ま
れ
ば
、

と

ど

〈

ら

「
思
い
は
、
逼
ま
り
、
手
は
蒙
く
」
、
五
合
が
こ
も
ご
も
至
れ
ば
、
「
神

は
融
け
、
筆
は
暢
ぶ
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
素
材
と
す
る
詩
文

に
感
動
し
て
書
く
場
合
も
あ
り
、
書
と
し
て
の
表
現
意
欲
に
駆
ら
れ

て
書
く
場
合
も
あ
り
う
る
。
何
れ
で
あ
っ
て
も
、
彼
は
、
書
と
い
う
も

の
を
、
人
間
の
内
な
る
感
動
の
表
現
と
見
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

感
情
が
内
に
動
い
て
言
葉
に
現
わ
れ
る
、
そ
れ
が
詩
の
精
神
で
あ

り
、
春
夏
に
は
心
が
暢
び
、
秋
冬
に
は
心
が
惨
む
、
そ
れ
が
天
地
自

然
の
心
で
あ
る
。
書
も
ま
た
、
内
な
る
感
動
が
、
そ
の
ま
ま
点
画
と

し
て
造
形
さ
れ
て
ゆ
く
時
、
そ
れ
は
天
地
の
心
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

次
に
彼
が
学
書
の
態
度
や
方
法
に
つ
い
て
説
く
所
を
見
ょ
う
。

夫
運
用
之
方
、
雄
－
一
由
ν
己
出
一
規
模
所
ν
設、

信
属
－
一
目
前
一

差
＝
之
一

L
P熟
、
若
運
用
尽
＝
於
精
熟
一

心
不
ν
厭
v
精
、
手
不

規
矩
閤
－
一
於
胸
襟
一
自
然
容
与
俳
個
、

豪
一
失
＝
之
千
里
↓
荷
知
一
一
其
術
一
適
可
＝
兼
通
一



意
先
筆
後
、
瀦
漉
流
落
、
翰
逸
神
飛
、

と
。
右
に
述
べ
た
ご
と
く
、
書
作
の
方
法
は
、
本
来
自
己
の
内
側
か

ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
書
を
学
ぶ
時
は
、
古
人
の
書

を
規
範
と
し
て
、
技
法
の
修
錬
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は

ま
ず
原
本
を
忠
実
に
臨
模
し
て
、
古
人
に
肉
迫
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
か
く
し
て
、
心
も
手
も
十
分
に
精
熟
し
て
、
自
由
自
在
に
運

用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
感
興
の
ま
に
ま
に
ゆ
っ
た
り
と
さ
す
ら

い
、
心
が
手
を
導
い
て
、
浦
一
種
流
落
、
筆
逸
り
、
心
飛
ぶ
よ
う
な
妙

境
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

書
を
学
ぶ
方
法
は
、
そ
の
人
の
年
齢
ゃ
、
学
習
の
段
階
に
よ
っ
て

異
る
。
書
の
原
理
を
の
み
こ
む
に
は
、
少
年
よ
り
も
老
人
の
方
が
勝

っ
て
い
る
が
、
書
の
技
法
を
体
得
す
る
に
は
、
老
人
よ
り
も
少
年
の

方
が
勝
っ
て
い
る
。
年
と
と
も
に
理
解
は
深
ま
る
が
、
若
い
時
に
学

習
を
積
ん
で
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
学
書
は
三
つ
の
段
階
を

経
て
し
だ
い
に
深
ま
っ
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
最
初
、
文
字
の
結
構

唐代の書論（杉村）

や
布
置
を
学
ぶ
と
き
は
、
な
る
べ
く
「
平
正
」
を
求
め
る
。
す
で
に

平
正
に
な
れ
ば
、
次
に
は
「
険
絶
」
を
追
う
よ
う
に
務
め
る
。
す
で

に
険
絶
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
た
「
平
正
」
に
た
ち
帰
る
。

は
全
く
ち
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
平
生
と
第
二
の
険
絶
を
克

服
し
た
も
の
が
第
三
の
平
生
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
彼
は
こ
こ

で
、
孔
子
の
、

「
五
十
に
し
て
命
を
知
る
、
七
十
に
し
て
心
の
欲
す

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
矩
を
酷
え
ず
」
と
い
っ
た
言
葉
な
ど
を
引
き
な

が
ら
、
義
之
の
書
の
す
ば
ら
し
さ
も
、
上
述
し
た
ご
と
く
、
彼
が
晩

年
、
人
間
的
に
完
成
さ
れ
て
初
め
て
至
り
得
た
境
地
で
あ
る
こ
と
を

論
ず
る
。

次
に
書
の
表
現
技
法
に
お
い
て
は
、
柔
軟
で
か
つ
幅
の
あ
る
こ
と

を
要
求
す
る
。
本
論
の
冒
頭
で
、
鍾
釘
師
、
張
芝
、
二
王
を
古
今
の
四

賢
と
し
て
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
中
で
も
義
之
を
と
く
に
尊
重
す
る
理

由
は
、
鍾
釣
聞
が
惜
書
だ
け
を
善
く
し
、
張
芝
が
草
書
だ
け
を
善
く
し

た
の
に
対
し
て
、
義
之
は
そ
の
両
者
を
兼
ね
善
く
し
た
か
ら
で
あ
る
。

運
筆
の
速
度
に
つ
い
て
も
、
速
く
書
く
こ
と
と
遅
く
書
く
こ
と
の
両

方
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
速
く
書
く
人
の
遅
く
書
い
た

も
の
が
本
当
の
遅
筆
で
あ
り
、
遅
く
書
く
人
の
速
く
書
い
た
も
の
が

本
当
の
速
筆
で
あ
る
。
骨
気
と
逢
潤
に
つ
い
て
も
、
骨
気
が
あ
っ
て

そ
の
上
に
建
潤
さ
を
加
味
す
る
の
が
よ
く
、
片
方
だ
け
で
は
い
け
な

い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
押
し
進
め
て
ゆ
く
と
、
個
性
に

(209) 

初
め
の
平
正
と
終
り
の
平
正
と
は
、
言
葉
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
内
容
伴
う
偏
向
は
、
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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人
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
書
風
の

現
わ
れ
方
も
ま
た
多
様
で
あ
る
。

質
直
者
則
径
低
不
ν
遁
、
剛
倶
者
又
掘
強
無
ν
潤
、
弘
打
赦
者
弊
＝
於
拘
束
一

脱
易
者
失
＝
於
規
矩
一
温
柔
者
傷
－
一
於
軟
緩
一
陳
勇
者
過
－
一
於
剰
迫
一
狐

疑
者
溺
＝
於
滞
渋
一
遅
重
者
終
－
一
於
饗
鈍
一

軽
刊
現
者
染
－
一
於
俗
吏
一

斯
皆

独
行
之
士
、
偏
翫
之
所
乗
、

こ
の
よ
う
な
、
個
性
に
よ
る
偏
向
は
、
書
の
病
い
と
し
て
忌
避
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
「
独
行
の
士
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、

「
失
－
－
於
周
全
之
道
一
一
間
取
＝
諸
偏
至
之
端
－
者
也
」

（
『
後
漢
書
』
独
行
伝
序
）
と
い
う
説
明
が
当
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は

個
性
を
否
定
し
て
、
典
型
に
則
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
義
之
や
鍾
・
張
・
献
之
を
目
標
と
し
て
、
調
和
の
と
れ
た

技
法
的
修
錬
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
述
べ
た
所
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
孫
過
庭
が
技
法
に

つ
い
て
語
る
時
は
、
単
に
技
法
だ
け
を
切
り
離
し
て
説
く
こ
と
は
稀

れ
で
あ
る
。
技
法
の
背
後
に
あ
る
精
神
の
あ
り
方
を
、
併
せ
論
ず
る

比
較
し
て
、

「
形
質
」
と
「
情
性
」
の
両
面
か
ら
論
じ
て
い
る
個
所
、

(210) 

あ
る
い
は
、
書
作
に
あ
た
っ
て
は
、
風
神
、
研
潤
、
枯
動
、
閑
雅
の
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四
つ
の
情
性
を
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
発
言
の
中
に

も
、
や
は
り
同
様
の
立
場
が
貫
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
か
く
し
て
作
ら
れ
た
書
美
の
理
想
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

至
ν
若
T

数
画
並
施
、
其
形
各
異
、
衆
点
斉
列
、
為
ν
体
互
乗
、
一
点
成
－
一

一
字
之
規
↓
一
字
乃
終
篇
之
准
、
違
而
不
ν
犯、

留
不

和
而
不
ν
問、

常
遅
↓
遣
不
z
恒
疾
一
帯
ν
燥
方
潤
、
将
ν
濃
遂
枯
、
決
－
－
規
矩
於
方
円
一

遁
E

鈎
縄
於
曲
直
一
乍
顕
乍
晦
、
若
ν
行
若
ν
蔵
、
窮
＝
変
態
於
豪
端
「
合
z

情
調
於
紙
上
一
無
ν
間
z

心
手
一
亡
山
中
協
同
糖
則
よ
自
可
T

背
z

毅
献
一
而
無
ν

失
、
違
－
一
鐙
張
一
一

m尚
工
ヘ

こ
こ
で
は
、
変
化
の
あ
る
結
構
、
貫
通
し
て
ゆ
く
気
脈
、
調
和
の
と
れ

た
布
置
、
緩
急
自
在
の
運
筆
、
墨
色
の
変
化
な
ど
、
そ
れ
ら
が
自
然

の
ま
ま
に
心
手
合
一
し
た
妙
境
を
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
注
意
す
ベ

き
は
、
も
し
こ
の
よ
う
な
妙
境
に
至
っ
た
な
ら
ば
、
た
と
え
義
之
や

の
を
常
と
す
る
。

「
智
巧
兼
優
、
心
手
讐
暢
」
、
「
心
不
レ
厭
レ
精
、
手
献
之
に
背
き
、

断
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
古
今
の
章
一
人
の
中
か
ら
、
も
っ

不
ν
忘
レ
熟
」
、
「
心
悟
手
従
、
言
忘
意
得
」
と
い
っ
た
心
手
合
一
の
説

に
、
そ
れ
は
最
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真
書
と
草
書
を

鍾
部
や
張
芝
と
違
っ
て
も
、

差
支
え
は
な
い
、

と

ば
ら
鐙
張
二
王
を
と
り
あ
げ
、
他
の
諸
家
に
は
一
切
触
れ
な
い
ま
で



に
、
こ
の
四
賢
を
尊
ん
で
、
論
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
に
よ

っ
て
直
ち
に
彼
を
頑
固
な
伝
統
主
義
者
と
見
な
す
の
は
、
早
計
で
あ

る
。
む
し
ろ
彼
は
、

「
能
く
古
に
し
て
時
に
訴
か
ず
、
今
に
し
て
弊

を
同
じ
く
せ
ず
」
と
、
伝
統
の
価
値
を
十
分
に
体
得
し
た
上
で
、
し

か
も
新
し
い
時
代
の
動
き
に
限
を
蔽
う
こ
と
な
く
、
広
い
理
解
を
示

し
た
。
こ
こ
に
、
六
朝
以
来
の
書
論
に
立
脚
し
な
が
ら
、
も
っ
と
も

本
格
的
か
っ
体
系
的
な
書
論
を
う
ち
立
て
る
こ
と
の
で
き
た
理
由
が

ゑ
U
J
G

。

い
る
験
体
文
の
修
辞
法
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
周
知
の
よ
う
に
、
対
句
を
立
て
て
、
両
者
の
響
き
あ
う
と
こ
ろ

に
、
作
者
の
観
念
を
寓
す
る
と
い
う
修
辞
法
は
、
中
国
の
詩
文
、
中

で
も
六
朝
惰
唐
期
に
盛
行
し
た
尉
体
文
の
著
し
い
特
色
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
文
体
が
、
こ
の
時
期
の
思
想
や
美
意
識

を
盛
る
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
概
し

て
言
え
ば
、

「
書
譜
」
の
思
考
法
も
、
験
体
文
の
修
辞
法
に
規
制
さ

考
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

「
室
墨
巴
の
思
考
法

「
書
譜
」
の
文
体
と
そ
の
思
論
が
、
お
お
む
ね
尉
体
文
で
蓄
か
れ
て
き
た
こ
と
を
、
あ
わ
せ
想
起

れ
る
所
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
六
朝
以
来
の
霊
園

次
に
、
私
は
や
や
見
方
を
か
え
て
、

に
は
一
定
の
型
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
以
上
見
て
き
た
例
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
が
、
二
つ
の
相
対
立
す
る
概
念
を
並
置
し
て
、
そ
の
ど
ち

ら
に
も
偏
ら
ず
、
両
者
を
調
和
し
た
と
こ
ろ
に
理
想
の
美
を
求
め
る

と
い
う
方
法
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
両
極
端
を
捨
て
て
常
に
中
庸
を

唐代の書論（杉村）

と
る
と
い
う
思
考
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
中
田

⑥
 

氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
原
理
的
に
は
、
中
和
を
尊
ぶ
儒
教
の
精

神
に
根
ざ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
れ
を
も
っ

孫
過
庭
が
こ
の
「
書

盛
岡
」
を
執
筆
し
た
際
、
直
接
に
意
識
し
た
の
は
、
む
し
ろ
対
句
を
用

と
現
象
商
で
把
え
た
い
と
思
う
。

つ
ま
り
、

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
孫
過
庭
が
、
も
し
「
書
譜
」
を
古
文
で
書
い
て

い
た
ら
、
ま
た
違
っ
た
思
想
を
生
み
出
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
後
に
触
れ
る
韓
愈
の
「
送
高
閑
上
人
序
」
と
較
べ
る

時
、
必
ず
し
も
虚
し
い
空
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

四
、
張
懐
濯
の
書
論

張
懐
瑳
に
つ
い
て
、

林
院
供
奉
」
と
記
す
だ
け
で
あ
る
が
、
賢
蒙
の
「
述
書
賦
」
注
に
は
、

『
新
唐
書
』
の
芸
文
志
は
、

「
開
元
中
、
翰

」
れ
を
補
う
に
足
る
三
個
所
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

(211) 

θ

「
懐
濯
、
海
陵
の
人
、
那
州
司
馬
と
な
る
」
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。
「
率
府
兵
曹
那
州
長
史
張
懐
濯
、
十
体
書
断
上
中
下
を
撰
す
」

②
「
張
懐
瑳
兄
弟
、
（
弟
）
懐
壌
は
盛
王
府
司
馬
。
蚊
び
に
翰
林
待
詔
。

倶
に
好
ん
で
厭
く
な
く
、
亦
た
臆
断
を
能
く
す
」

ま
た
、
『
歴
代
名
画
記
』
巻
一
一
一
の
「
叙
古
今
公
私
印
記
」
に
も
、
「
那

州
司
馬
張
懐
薩
弟
盛
王
府
司
馬
懐
謹
印
」
と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
記
述
を
綜
合
す
る
と
、
張
懐
躍
は
海
陵
（
江
蘇
省
）
の
人
、
那
州
司

馬
、
つ
い
で
同
長
史
な
ど
の
地
方
官
を
経
て
、
開
元
年
聞
に
は
弟
の
懐

壊
と
と
も
に
、
中
央
の
翰
林
院
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
懐
躍
の
父

は
、
書
を
善
く
し
て
、
時
の
名
手
高
正
臣
と
な
ら
ぶ
ほ
ど
の
技
備
の

持
主
で
あ
っ
た
（
「
書
断
」
高
正
臣
の
条
）
。

ま
た
張
氏
に
は
書
画
の
蒐
集

も
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

「
述
書
賦
」
や
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
一
一
一
）

な
ど
に
見
え
て
い
る
。

懐
瑳
の
著
述
と
し
て
は
、
開
元
一
五
年
（
七
二
七
）

稿
了
の

断
」
、
天
宝
一
三
年
（
七
五
四
）
の
「
書
佑
」
、
乾
元
元
年
（
七
五
八
）

「
二
王
等
書
録
」
、
お
よ
び
、

の
「
書
議
」
、
同
三
年
（
七
六
O
）
の

紀
年
は
な
い
が
、
書
断
以
後
の
作
で
あ
る
「
文
字
論
」
の
五
篇
が
、

張
彦
遠
の
『
法
書
要
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
懐
躍
と
彦
遠
の
あ

い
だ
に
、
姻
戚
関
係
で
も
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

同
一
人
の
著
述
が
こ
の
よ
う
に
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
異

例
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ほ
か
懐
躍
の
書
に
関

(212) 

す
る
著
述
と
し
て
は
、

「
六
体
書
論
」
、
「
評
書
薬
石
論
」
、
「
玉
堂
禁
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経
」
な
ど
の
作
が
、
今
日
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
こ
れ
ら
の
執
筆
の
時
期
を
考
え
て
み
る
と
、
最
も
早
期
の
作
で

あ
る
「
書
断
」
の
書
か
れ
た
時
に
は
、
恐
ら
く
ま
だ
翰
林
院
に
入
つ

て
お
ら
ず
、

「
書
断
」
の
著
述
が
認
め
ら
れ
て
、
翰
林
院
供
奉
に
抜

擢
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

「
評
書
薬
石
論
」
は
、
翰

林
院
に
入
る
直
前
、

「
侍
奉
の
日
の
近
づ
い
た
」
頃
書
か
れ
た
も
の

「
文
詞
経
学
の
土
」
や
「
工
芸
書
画

の
徒
」
が
多
く
集
っ
て
い
た
（
『
新
唐
書
』
百
官
志
・
『
旧
唐
書
』
一
九
O
下
呉
通

で
あ
る
。
唐
の
翰
林
院
に
は
、

玄
伝
）
。
翰
林
院
に
お
け
る
張
兄
弟
の
主
な
仕
事
は
、
書
の
研
究
者
と

し
て
、
当
時
の
文
教
政
策
の
一
翼
を
に
な
う
と
と
も
に
、
諸
皇
子
に

「
室
百

小
学
を
教
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

「
六
体
書
論
」
は
、
そ
の

在
職
中
、
主
と
し
て
諸
皇
子
の
学
書
の
参
考
書
と
し
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
二
人
が
分
担
し
て
、
千
字
文
を
六
体
（
大
・
小
築
・
八
分

真
・
行
・
草
）
に
書
き
分
け
、
各
書
体
の
起
源
を
略
述
し
て
、
学
書

の
心
得
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
著
述
も
、
お
お
む
ね
翰
林
院
在

職
中
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右
に
列
挙
し
た
書
目
か
ら
見
て
も
、
彼
は
開
元
、
天
宝
、
乾
元
の



年
号
、
す
な
わ
ち
玄
宗
、
粛
宗
朝
に
活
躍
し
た
よ
ほ
ど
精
力
的
な
芸

術
理
論
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
く
に
書
の
理
論
化

に
か
け
た
熱
意
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
自
か
ら
、

「
古
の
名
手
は
た
だ
そ
の
事
を
能
く
し
て
、
そ
の
意
を
言
う
能
わ
ず
。

今
僕
そ
の
事
を
能
く
せ
ず
と
雄
も
、
市
も
輔
ち
そ
の
意
を
言
う
」
（
「
書

議
」
）
と
述
べ
て
、
白
か
ら
は
、
書
の
作
者
で
あ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ

書
の
研
究
者
、
理
論
家
を
も
っ
て
任
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の

書
に
関
す
る
文
章
は
、
あ
る
い
は
文
字
の
源
流
に
遡
り
、
書
の
木
質

を
説
き
、
古
人
の
論
書
を
評
し
、
書
の
品
評
に
精
級
な
基
準
壱
立
て

る
な
ど
、
そ
の
内
容
は
は
な
は
だ
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
概

し
て
、
書
者
の
立
場
か
ら
す
る
表
現
論
は
少
な
く
、
観
者
の
立
場
か

ら
す
る
鑑
賞
論
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
以
下
、
張
懐
曜
の
説
く

と
こ
ろ
を
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
わ
け
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
彼
は
「
書
断
」
序
の
自
国
頭
で
、
文
字
の
も
つ
機
能
に
つ
い
て
、

文
章
之
為
ν
用
、
必
仮
z

乎
書
一
室
田
之
為
ν
徴
、
期
合
z

乎
道
一

故
能
発
＝

唐代の書論（杉村）

揮
文
一
者
、
莫
ν
近
－
一
乎
書

と
。
文
章
が
そ
の
働
き
を
な
す
に
は
、
文
字
の
力
を
仮
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
文
字
が
一
た
び
書
か
れ
る
と
、
そ
れ
は
奥
深
い
道
に

合
致
す
る
。
従
っ
て
文
章
の
働
き
を
顕
わ
す
に
は
、
書
よ
り
近
い
も

の
は
な
い
と
言
う
。
文
字
本
来
の
機
能
が
、
人
間
の
言
葉
を
、
時
空

を
超
え
て
保
存
し
伝
達
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
言
う

ま
で
も
な
か
ろ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
千
古
の
賢
哲
も
、
記
録
を
読
め

ば
、
そ
の
事
跡
を
ま
の
あ
た
り
に
偲
ぶ
こ
と
、
が
で
き
、
さ
ら
に
、

及
ユ
〈
身
処
－
二
方
一

合
中
情
万
盟
主
、

標
＝
抜
志
気
一
師
＝
藻
精
霊
一

主主

V

封
観
ν
迩
、
欣
然
如
ユ
E
面

と
、
万
里
の
彼
方
の
人
で
も
、
手
紙
を
見
れ
ば
欣
然
と
し
て
、
さ
な

が
ら
対
面
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
筆
跡
に
、
書

者
の
平
生
の
「
士
山
気
」
が
高
く
あ
ら
わ
れ
、
精
神
が
美
し
く
か
が
や

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
書
の
造
形
そ
の
も
の
に
、
書
者
の

心
情
、
志
気
、
精
霊
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
視
覚
的
事
実
か
ら
、
彼

は
書
の
芸
術
性
を
説
き
お
こ
す
。
彼
が
、
そ
の
人
と
な
り
を
敬
慕
し

て
や
ま
な
か
っ
た
桔
康
の
書
を
実
見
し
た
時
の
感
激
を
、

し
て
公
が
平
生
の
志
気
を
知
る
。
与
に
面
す
る
が
若
し
」

「
了
然
と

（「書議」）

と
記
す
の
も
、
同
様
の
認
識
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

至
妙彼
な は
るこ
もれ
のら
は の
、休

み験
なを
深、一
意、般
あ化
りし
、て

以
て「

夫
そ庁、れ

長室
邑ぁ及
おらび
す文
。章
」 の

（
「
章
町
議
」
）
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
「
深
意
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

(213〕

若
心
悟
－
一
精
微
一

図
－
一
古
今
於
掌
握
一
玄
妙
之
意
、
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出
z

於
物
類
之
表
一



幽
深
之
理
、
伏
－
一
於
杏
冥
之
間
一
量
常
情
之
所
＝
能
言
一

世
智
之
所
z

能

測
↓
非
ν
有
＝
独
開
之
聴
・
独
見
之
明
一

不
ν
可
ν
議
＝
無
声
之
音
・
無
形

之
相
一
（
「
書
議
」
）
、

と
、
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
の
困
難
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
文
字
論
」

一
篇
は
、
蘇
晋
・
王
翰
な
る
二
人
が
、

「
書
賦
」
と

「
書
断
後
序
」
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
張
に
書
の
概
論
を
請
、
っ
た
の

主
要
な
内
容
と
し
て
い
る
。

「
深
く
書
を
識
る
者
は
、
惟
だ
神
彩
を
観
て
、
字
形
を
見
ず
」
と
前

V

」、
ー

張
が
答
え
た
言
葉
を
、

ま
ず
、

お
き
し
て
、

文
は
則
ち
数
言
に
し
て
、
乃
ち
そ
の
意
を
成
し
、
書
は
則
ち
一
字
に
し

て
己
に
そ
の
心
を
見
わ
す
。
簡
易
の
道
と
謂
う
ベ
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
文
は
ど
こ
ま
で
も
知
的
判
断
に
よ
っ
て
読
み
と
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
書
は
観
る
者
の
視
覚
に
直
接
訴
え
か
け

て
、
書
者
の
心
を
端
的
に
印
象
づ
け
る
。

「
書
の
妙
た
る
や
、
必
ず

し
も
文
に
湿
っ
て
本
を
按
ぜ
ず
と
も
、
専
ら
応
変
無
方
な
る
に
在
り
。

み
な
能
く
事
に
遇
い
宜
し
き
に
従
っ
て
、
之
れ
を
度
内
に
決
す
る
も

の
な
り
」
（
「
評
書
薬
石
論
」
）
と
も
言
う
。
さ
ら
に
彼
は
文
字
論
の
上
文

に
続
け
て
、
鑑
賞
の
体
験
を
、
よ
り
綴
密
に
分
析
し
て
い
る
。

の
妙
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
初
め
観
て
測
る
莫
き
も
、
久
し
く
視
れ 「そ

ば
弥
々
珍
な
り
。
書
己
に
紙
蔵
す
と
難
も
、
而
も
心
追
い
目
極
め
、

(214) 

情
の
猶
お
各
々
た
る
も
の
は
、
是
れ
妙
と
為
す
」
と
。

54 

以
上
は
彼
の
体
験
的
鑑
賞
論
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

次
に
書
の
本
質
に
つ
い
て
彼
の
説
く
と
こ
ろ
を
見
ょ
う
。

「
書
議
」

の
初
め
に
言
う
。

夫
草
木
各
務
－
一
生
気
一
不
－
一
白
埋
没
一
況
禽
獣
乎
、
況
人
倫
乎
、
猛
獣
鷲

鳥
、
神
彩
各
異
、
書
道
法
ν
此、

と
。
こ
こ
に
い
う
「
生
気
」
と
は
、
自
然
の
生
命
力
、

「
神
彩
」
と

は

動
物
な
ど
に
お
け
る
生
命
力
の
現
わ
れ
（
個
性
）
を
さ
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
書
は
、
自
然
の
草
木
が
生
命
力
に
あ
ふ
れ
、
禽

獣
が
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
神
彩
を
表
現
し
て
い
る
の
に
の
っ
と
る
と
す

「
夫
れ
古
今
の
人
民
、
状
貌
お
の

る
の
で
あ
る
。

「
書
断
」
で
も
、

お
の
異
る
。
此
れ
み
な
自
然
の
妙
有
、
万
物
比
ぶ
る
莫
し
。
惟
う
に

書
の
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
庶
幾
う
可
し
一
と
あ
る
。
生
来
の
資
質

が
異
る
ご
と
く
、
書
も
ま
た
同
じ
で
な
い
、
そ
れ
は
む
し
ろ
望
ま
し

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
の
よ
う
な
資
質
を
、

い
か
に
修
錬

に
よ
っ
て
み
が
き
あ
げ
て
ゆ
く
か
が
問
題
と
な
る
。

得
ν
之
者
、
先
一
一

z

於
天
然
↓
次
資
－
一
於
功
周
一
而
善
学
者
、
乃
学
工
ノ
ι
於

造
化
一
異
類
而
求
ν
之
、
因
不
ν
取
－
一
乎
似
万
本
、
而
各
挺
＝
之
自
然
一
（
「
書



断
'-

と
。
学
書
の
修
錬
に
お
い
て
は
、
造
化
自
然
に
学
ぶ
こ
と
、
何
か
に

似
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
各
自
が
そ
の
自
然
の
性
分
に
応
じ
て
こ
れ

を
発
揮
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
。
で
は
、
個
性
と
技
法
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。

’】
J

－、

ナ
／
ふ
／

「
六
体
書
論
」
の
中
で
、

「
法
は
も
と
体
な
く
、
変
通
を
貴

ぶ
」
と
か
、
あ
る
い
は
、

「
人
面
同
じ
か
ら
ざ
る
が
如
く
、
性
分
お

の
お
の
異
る
。
書
道
は
一
と
難
も
、
お
の
お
の
使
と
す
る
所
あ
り
。

そ
の
情
に
順
え
ば
則
ち
業
成
り
、
そ
の
衷
に
違
え
ば
則
ち
功
棄
て
ら

る
」
と
言
っ
て
い
る
。
個
性
と
い
う
も
の
を
一
応
是
認
し
た
上
で
、

そ
れ
に
適
し
た
技
法
を
体
得
す
ベ
し
、
と
い
う
の
が
彼
の
主
張
だ
っ

た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。

「
書
議
」
で
は
、
草
書
と
真
書
の
性
格
の
違
い
を
論
じ
て
、
「
真
は
則

ち
字
終
れ
ば
意
も
亦
た
終
る
。
草
は
則
ち
行
尽
き
て
勢
は
未
だ
尽
き

ず
（
中
略
）
。

風
骨
を
以
て
体
と
な
し
、
変
化
を
以
て
用
と
な
す
」
と
、

唐代の書論（杉村）

筆
画
の
外
に
余
情
の
溢
れ
る
草
書
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の
芸
術
性

を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
「
風
骨
」
と
「
変
化
」
か
ら
論
じ

て
い
る
こ
と
は
、
か
の
孫
過
庭
が
情
性
と
形
質
か
ら
論
じ
た
こ
と
を

思
い
お
こ
さ
せ
る
。
懐
瑳
は
、
上
文
に
つ
づ
け
て
、
草
書
の
芸
術
性

を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

護
－
－
括
万
殊
一
裁
＝
成
一
相
一
或
寄
以
勝
＝
縦
横
之
士
山
一
或
託
以
散
＝
欝
結

之
懐
一
雄
＝
至
貴
一
不
ν
能
ν
抑
z
其
高
一
雄
＝
妙
葬
一
不
ν
能
ν
量
－
－
其
力
↓
是

以
無
為
而
用
、
同
－
一
自
然
之
功
一
物
類
－
－
其
形
一
得
＝
造
化
之
理
「

皆
不

ν
知
＝
其
然
一
也
、
可
＝
以
ν
心
契
一
不
ν
可
z

以
ν
言
宣
一

と
。
自
然
の
風
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
態
を
と
り
入
れ
、
そ
れ
を
融
合

統
一
し
た
形
で
表
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
「
縦
横
の
志
を
騨
せ
」
、

「
欝
結
の
懐
い
を
散
ず
る
」
と
い
う
心
理
的
な
解
放
感
を
も
た
ら
す
。

か
く
し
て
、
無
為
に
し
て
働
ら
く
さ
ま
は
、

「
自
然
の
功
」
に
ひ
と

し
く
、
物
象
を
形
ど
っ
て
は
、

「
造
化
の
理
」
を
得
る
と
い
う
心
境

に
至
る
の
で
あ
る
。

後
漢
の
茶
畠
の
作
と
伝
え
る
「
筆
論
」

『
墨
池

編
』
巻

『
書
苑
脊
華
』
巻
一
に
見
え
る
）
は
、

恐
ら
く
後
世
の
偽
作
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
中
に
も
、

「
書
な
る
も
の
は
散
な
り
。
書
せ
ん
と

欲
す
れ
ば
、
先
ず
懐
抱
を
散
じ
、
情
に
任
せ
性
を
恐
に
し
て
、
然
る

後
之
れ
を
書
す
」
と
あ
っ
て
、
よ
く
似
た
考
え
方
が
現
わ
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
眼
よ
り
も
心
を
、

形
式
よ
り
も
内
容
を
、
技
巧
よ
り
も
精
神
を
、
伝
統
よ
り
も
独
創
性

彼
が
書
を
品
評
す
る
基
準
を
見
る
と
、

を
、
研
美
な
書
風
よ
り
も
骨
気
の
秀
で
た
書
風
に
、
よ
り
高
い
価
値

(215) 

を
与
え
て
い
る
。
ま
ず
文
字
論
で
は
、

55 



須
ν
考
z

其
発
意
所
写
由
、
従
ν
心
者
為
ν
上
、
従
ν
眼
者
為
ν
下
、
先
－
一
其
草

創
立
五
件
、
後
＝
其
因
循
著
マ
名
、
雄
昌
功
用
多
而
有
ユ
戸
、
終
性
情
少
而

無
ν
象
、
同
＝
乎
糟
粕
一
其
味
可
ν
知
、
不
ν
由
＝
壁
一
口
一
必
乏
z

神
気
一
其

A

形
額
者
、
其
心
不
ν
長
、
状
貌
顕
而
易
ν
明
、
風
神
隠
而
難
ν
弁

と
。
心
、
性
情
、
神
気
、
風
神
な
ど
、
つ
ま
り
精
神
性
を
重
視
し
、

「
草
創
し
て
体
を
立
て
る
」
も
の
を
先
に
し
て
、

「
因
循
し
て
名
を

著
わ
す
」
も
の
を
後
に
置
い
て
い
る
。

「
そ
の
天
性
を
先
に
し
て
、

そ
の
習
学
を
後
に
す
る
」

（
「
書
議
」
）
と
い
う
の
も
、

ほ
ぼ
同
じ
見
解

「
風
神
骨
気
な
る
も

の
を
以
て
上
に
居
ら
し
め
、
研
美
功
用
な
る
も
の
を
以
て
下
に
居
ら

に
基
づ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、

し
む
」

（
「
書
議
」
）
で
あ
る
。

風
神
は
功
用
に
、
骨
気
は
研
美
に
対
比

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
風
神
骨
気
、
研
美
功
用
と
熟
し

て
用
い
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

学
書
の
心
得
に
つ
い
て
は
、

「
書
断
」
の
中
で
、

「
そ
れ
学
者
は
、

か
の
規
模
を
察
し
て
、
そ
の
玄
妙
を
采
る
。
技
は
心
に
よ
っ
て
付
し
、

暗
ず
る
に
目
を
以
て
成
る
。
或
い
は
筆
下
し
て
始
め
て
思
え
ば
、
鈍

滞
に
困
し
み
、
或
い
は
思
わ
ず
し
て
製
す
れ
ば
、
脱
略
に
敗
る
」
こ

と
を
戒
め
て
、
心
手
の
合
一
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
「
意
は

霊
と
通
じ
、
筆
は
冥
と
運
り
、
神
は
将
に
化
合
せ
ん
と
し
て
、
変
は

あ
ま

無
方
に
出
ず
」
、
「
幽
思
、
宅
聞
に
入
り
、
逸
気
、
宇
内
に
弥
ね
し
」

(216) 

と
い
う
妙
境
に
至
っ
て
は
、
も
は
や
筆
舌
に
尽
し
が
た
い
と
い
っ
て
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い
る
。
彼
が
学
書
に
つ
い
て
説
く
と
こ
ろ
も
、
や
は
り
心
手
合
一
の

境
地
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
は
書
の
理
想
的
な
表
現
を
、
次
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
。

索
－
一
万
物
之
元
精
一

以
＝
筋
骨
－
立
ν
形
、
以
－
一
神
情
一
潤
色
、
雄
三
跡
在
＝
盛
壊
↓
而
士
山
出
品
雲
替
一

霊
変
無
ν
常
、
務
－
一
於
飛
動
二
中
略
）
、
探
＝
彼
意
象
一
入
＝
此
規
模
二
中

僕
今
所
ν
制
、
不
ν
師
＝
古
法
一
探
＝
文
墨
之
妙
有
一

略
）
、
気
勢
生
－
一
乎
流
便
一
精
塊
出
＝
於
鋒
在
一
如
観
ν
之
、
欲
Z

其
骸
ν
目

驚
亨
心
、
粛
然
油
開
然
、
殊
可
ν
畏
也
（
「
文
字
論
」
）
、

文
字
論
の
性
格
か
ら
し
て
、

い
さ
さ
か
文
章
を
飾
り
す
ぎ
た
嫌
い
が

な
い
で
も
な
い
が
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は
「
古
法
」
を
師
と
し
な
い

治
、

と
カ

「
筋
骨
を
以
て
形
を
立
て
、
神
情
を
以
て
潤
色
す
る
」
と
い

っ
た
発
言
な
ど
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
書
の
表
現
構
造
を

筋
骨
と
神
情
に
分
け
、
前
者
を
、
造
形
の
基
本
的
な
要
素
と
し
、
後

イ
i
メ

i
ジ

者
を
こ
れ
に
潤
色
こ
る
装
飾
的
な
要
素
と
し
て
い
る
。
「
か
の
意
象

を
探
っ
て
、
こ
の
規
模
に
入
れ
る
」

と
か
、

「
気
勢
は
流
便
（
な
め

ら
か
な
用
筆
）

精
暁
な
鋒
ザ
亡
（
角
の
と
が
っ
た
用
筆
）
よ

よ
り
先
じ
、

り
出
ず
る
」
と
い
っ
た
指
摘
も
、
当
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



一
つ
の
見
識
を
備
え
て
U

「
書
断
」
（
李
斯
の
条
）
に
、
「
古
文
は
上
古
と
な
す
べ
し
。
大

装
は
ム
や
か
と
な
し
、
小
築
は
一
ド
か
と
な
す
。
三
古
は
払
〈
と
な
し
、
草

隷
は
華
と
な
す
。
華
を
妙
極
す
る
者
は
義
・
献
、
実
を
精
窮
す
る
者

彼
は
書
の
歴
史
を
見
る
ば
あ
い
に
も
、

官－。
＋I
H
 

は
（
史
）
鎗
・
（
李
）
斯
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
体
に
よ

っ
て
時
期
を
区
分
し
、
実
よ
り
華
へ
と
い
う
歴
史
の
推
移
に
あ
て
は

め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
評
書
薬
石
論
」
に
も
、
「
書
は
、
本
に
復

す
れ
ば
、
上
は
則
ち
自
然
に
注
ぎ
、
次
、
ぎ
は
則
ち
築
簡
に
帰
し
、
又

た
次
ぐ
者
は
鍾
・
王
を
師
と
す
」
と
あ
っ
て
、
書
史
の
展
開
を
、
自

然
ー
装
摺
｜
鍾
王
の
順
に
あ
と
＊
つ
け
て
い
る
。

「
書
佑
」

一血病は、

書
跡
の
価
格
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は

歴
史
に
対
す
る
見
通
し
が
働
い
て
い
る
。

「
文
質
あ
い
沿
い
て
そ
の

三
佑
を
立
て
、
貴
賎
品
を
殊
に
し
て
そ
の
五
等
を
置
く
。
三
佑
な
る

も
の
は
、
築
舗
を
上
佑
と
な
し
、
鍾
張
を
中
佑
と
な
し
、
義
献
を
下

佑
と
な
す
」
と
い
っ
て
い
る
。

唐代の書論（杉村）

右
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
室
田
の
歴
史
を
見
る
ば
あ
い
に

は
、
文
質
論
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
い
る
。
す
で
に
論
じ
た
ご
と
く
、

「
古
は
質
に
し
て
今
は
研
な
る
は
、
数

か
る

の
常
な
り
。
析
を
愛
し
て
質
を
薄
ん
ず
る
は
、
人
の
情
な
り
」
と
言

虞
献
の
「
論
書
表
」
に
も
、

っ
て
い
る
。
懐
瑳
は
こ
の
説
を
一
応
認
め
た
上
で
、
し
か
も
実
際
の

品
第
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
文
質
論
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な

ぃ
。
彼
は
「
書
断
」
に
お
け
る
白
か
ら
の
品
第
の
態
度
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

鍾
張
雌
＝
草
創
一
称
ν
能
、
二
王
乃
差
池
称
ν
妙
、
若
以
ν
居
ν
先
則
勝
、
鍾

張
亦
有
ν
所
ν
師
、
因
不
ν
可
＝
文
質
先
後
而
求
事
之
、
益
一
以
貫
ν
之
、
求
三

其
合
z

天
下
之
達
道
一
也
、
雌
＝
則
斉
聖
古
河
神
一
妙
各
有
ν
最
（
「
書
断
評
」
）
、

鐙
張
二
王
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
妙
境
を
聞
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
単

に
時
代
が
古
い
か
ら
勝
れ
て
い
る
と
い
う
な
ら
ば
、
鍾
張
に
も
む
ろ

ん
師
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
文
で
あ
る
か
質
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
時
代
が
古
い
か
新
し
い
か
、
な
ど
に
よ
っ
て
の
み
書
を
評

価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
っ
き
ょ
く
は
、

「
一
以
て
之
れ
を
貫

L.__ 

（
『
論
語
』
）
で
、
歴
史
を
貫
ぬ
く
普
遍
的
な
価
値
に
よ
っ
て
、
評

価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
し
く
聖
で
あ
り
ひ
と
し
く
神
で

あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
妙
味
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
あ
る
と
い

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
が
歴
史
を
観
察
す
る
立
場
と
、
書
を

評
価
す
る
立
場
を
い
ち
お
う
分
離
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
賢
明
な

処
置
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
c

(217) 

彼
は
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
改
め
て
古
今
の
書
人
を
通
覧
し
て
、
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「
真
書
古
雅
、
道
合
z

神
明
－
」
で
は
、
鐙
訴
が
第
一
、

「
真
行
研
美
、

粉
黛
無
レ
施
」
で
は
義
之
が
第
一
、
「
章
草
古
逸
、
極
致
高
深
」
で
は

杜
度
が
第
一
、
「
章
則
勤
骨
天
縦
、
草
則
変
化
無
方
」
で
は
張
芝
が
第

一
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
各
書
体
を
あ
わ
せ
善
く
し
た
の
は
、

た
だ
義
之
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
、
献
之
で
あ
る
と
し

て
い
る
（
「
書
断
評
」
）
。
書
体
別
の
品
第
は
、
李
嗣
真
に
芽
、
は
え
、
孫
過

庭
に
う
け
継
が
れ
、
張
懐
瑳
に
至
っ
て
は
な
は
だ
精
綴
な
も
の
と
な

つ
れ
ん
。

古
来
、
品
第
法
の
書
論
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
庚
肩
吾
の

「
室
吉
田
」
、
李
嗣
真
の
「
書
後
品
」
、
張
懐
瑳
の
「
書
断
」
の
一
一
一
書
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、

「
書
品
」
は
上
中
下
三
品
を
さ
ら
に
三
分
し
た

九
品
法
、

「
書
後
品
」
は
こ
の
上
に
逸
品
を
加
え
た
十
品
法
、

断
」
は
神
妙
能
の
三
品
法
に
拠
っ
て
品
第
し
て
い
る
。
三
書
そ
れ
ぞ

れ
成
立
し
た
時
代
が
ち
が
い
、
収
録
し
た
書
人
に
も
出
入
が
あ
る
が
、

三
書
に
共
通
し
て
登
場
す
る
人
物
は
三
十
三
人
、
こ
れ
に
、
共
通
し

て
は
登
場
し
な
い
が
、
時
に
上
位
を
占
め
た
人
物
八
人
を
加
え
て
、

比
較
表
を
作
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
を
見
る
と
、
常
に
最
高
位
を
占
め
て
動
か
な
い
の
は
、
張
芝
、

鍾
釘
師
、
王
義
之
の
三
人
で
あ
る
。
王
献
之
も
こ
れ
に
つ
い
で
、
上
中

「童百

羊桓謝都庚李衛夫人雀院衛鍾臭章梁索献王之張雀毅王之 鍾張
書人名

欣玄安情翼式 ~研曜会象誕鵠靖 潤環 係芝
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上中上中上中上中上中上中上中上中上下上下上下上下上下上下上下上中上中上中上上上上上上 書品

キ11キキキ科目毒事主主主逸士主逸逸逸1;
妙妙妙妙能能妙能妙神妙利I妙妙神神妙神神科1神 書断
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（
配
列
の
順
は
「
書
口
山
」
の
品
第
に
よ
っ
た
。
寄
人
の
時
代
は
『
侃
文
斎
書

画
譜
』
書
人
伝
に
よ
っ
た
。
「
書
断
」
で
は
各
書
体
に
分
け
て
品
第
し
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
上
位
の
品
第
を
と
っ
た
。
）

か
ら
逸
品
、
神
品
へ
と
し
だ
い
に
上
っ
て
ゆ
く
。
山
信
環
は
上
中
か
ら
、

上
上
、
神
品
へ
上
り
、
索
靖
、
皇
象
、
衛
瑳
の
三
人
は
、
そ
ろ
っ
て



上
下
か
ら
上
中
、
神
品
へ
と
進
ん
で
い
る
。
社
度
は
「
書
口
巴
で
上

中、

「
書
後
品
」
で
は
欠
け
て
、

「
書
断
」
で
神
品
に
上
っ
て
い
る
。

「
書
品
」
は
、

品
第
の
対
象
を
草
書
と
楢
書
に
限
っ
た
か
ら
（
「
書
品
」

序
）
、
李
斯
、

史
箔
の
三
人
を
扱
っ
て
い
な
い
。

「
書
断
」

秦
菖
、

が
こ
の
三
人
を
と
く
に
神
品
に
列
し
た
理
由
は

J

特
定
の
書
体
の
創

始
者
と
し
て
敬
意
を
表
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
ち
な
み
に
「
書
断
」
に

よ
れ
ば
、
史
籍
は
大
築
と
錨
文
の
作
者
、
李
斯
は
小
家
、
察
畠
は
飛
白
の
作

以
上
は
「
書
断
」
の
神
品
グ
ラ
ス
で
あ
る
。

者
と
さ
れ
て
い
る
）
。

な
が
ら
、

「
書
品
」
、
「
書
後
品
」
で
か
な
り
高
い
位
置
に
あ
り

「
書
断
」
で
は
急
に
下
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
表
の
初

れ
に
対
し
て
、

め
の
方
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
ま
ず
張
関
は
上
中
か
ら
中
上
、
妙
品
へ

落
ち
、
梁
鵠
、
章
誕
、
鐙
会
は
、
そ
ろ
っ
て
上
下
、
上
中
か
ら
妙
品

へ
、
院
研
は
上
下
、
中
上
そ
し
て
妙
品
へ
。
最
も
著
し
い
例
は
、
山
佳

宴
、
李
式
、
庚
翼
で
、
中
上
、
上
下
か
ら
一
挙
に
能
品
へ
格
下
げ
に

な
っ
て
い
る
。

「
書
後
品
」
の
上
品
か
ら
、

「
書
断
」
の
妙
品
へ
落

唐代の書論（杉村）

ち
た
も
の
は
、
衛
夫
人
、
郡
惜
、
羊
欣
、
王
虞
、
王
沿
な
ど
で
あ
る
。

胡
昭
と
萄
輿
も
、
上
下
か
ら
妙
品
へ
落
ち
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を

要
約
す
れ
ば
、
庚
肩
吾
と
李
嗣
真
が
、
漢
説
晋
人
に
ほ
と
ん
ど
絶
対

的
に
高
い
評
価
を
与
え
る
の
に
対
し
て
、
張
懐
瑳
は
必
ず
し
も
そ
れ

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
も
っ
と
自
由
な
立
場
か
ら
古
人
を
琵
肥
し
て
い
る
。

「
文
質
先
後
に

」
の
点
は
、
懐
薩
白
か
ら
評
書
の
態
度
を
の
ベ
て
、

し
て
求
む
べ
か
ら
ず
」
と
い
っ
た
主
張
を
、
そ
の
ま
ま
実
行
に
移
し

て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

次
に
、

張
懐
曜
の
二
王
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

「室百

断
」
で
は
、
各
書
体
ご
と
に
神
妙
能
三
品
に
品
第
し
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
神
品
に
上
っ
た
書
体
の
数
を
あ
げ
る
と
、
李
斯
、
杜
度
、
雀
瑳
、

、，
ιー

皇
象
、
衛
濯
、
索
靖
が
一
体
、
史
捕
、
薬
昌
、
鍾
訴
が
二
体
、
張
芝

が
三
体
、
そ
し
て
義
之
と
献
之
が
そ
れ
ぞ
れ
五
体
と
な
っ
て
い
る
。

「
諸
体
を
論
ず
る
に
及
ん

さ
ら
に
献
之
を
、
義
之
に
比
較
す
る
と
、

で
は
、

多
く
右
軍
（
義
之
）

に
劣
る
も
、
総
じ
て
之
れ
を
言
え
ば
、

季
孟
の
差
の
み
」

（
「
書
断
」
王
献
之
の
条
）
と
、
義
之
に
や
や
歩
の
あ
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
神
品
の
中
で
も

最
高
位
を
占
め
る
の
は
義
之
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、

そ
の
義
之
に
対
し
て
さ
え
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
賛
辞
を
与
え
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

「
膚
浅
の
人
は
、
多
く
そ
の
耳
に
任
せ
て
、
但

だ
王
室
閏
を
以
て
最
と
な
し
、
真
草
一
概
に
し
て
、
差
殊
す
る
な
し
。

山
一
旦
に
悟
ら
ん
や
、
右
軍
の
書
に
白
か
ら
五
等
あ
る
を
」

(219) 

（
「
書
佑
」
）
と

戒
め
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
義
之
が
重
名
を
得
た
の
は
真
書
と
行
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書
で
あ
っ
て
、
そ
の
草
書
は
あ
ま
り
高
く
か
わ
な
い
。

「
書
議
」
で

は
、
義
之
の
章
草
を
第
五
位
に
、
草
蓄
を
第
八
位
に
抑
え
て
、

少
の
草
は
、

女
郎
の
材
あ
る
も
、

丈
夫
の
気
な
く
、

貴
ぶ
に
足
ら

ず
」
と
庇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
義
之
を
偶
像
視
し
て
き
た
旧
来
の

評
価
に
、

一
撃
を
加
え
る
発
言
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
逸
気
縦
横
の
若
き
は
、
則
ち
義
、

献

謝字王
る の
も書
、風

を
比
較
し
て

替
裾
礼
楽
の
若
き
は
、

則
ち
献
、

議
を
継
が
ず
」

（
「
書
断
」
行
書
）
と
い
い
、
父
の
「
霊
一
和
」
に
対
し
て
、
子
の
「
神
俊
」

を
あ
げ
て
い
る
点
は
（
「
書
議
」
・
「
書
佑
」
）
、
ま
こ
と
に
適
評
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
総
じ
て
い
え
ば
、
二
王
と
い
え
ど
も
、
或
る
条
件

を
附
し
て
神
品
に
置
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
態

度
に
も
、
新
し
い
時
代
の
趨
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
、
書
断
の
評
句
を
検
討
し
て
、
書
美
の
範
障
を
明
ら
か
に
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
先
に
触
れ
た
評
書
の
基
準
と
も
関

係
し
て
く
る
。
彼
は
評
書
に
お
い
て
、

「
風
神
骨
気
」
を
上
位
と
し
、

「
研
美
功
用
」
を
下
位
と
し
た
が
、
こ
の
両
者
の
対
照
を
手
が
か
り

と
し
て
用
語
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
風
神
の
用
例
を
拾
う
と
、

「
索
靖
乃
越
制
特
立
、
風
神
濠
然
、
其
雄
勇
勤
健
過
レ
之
也
」
（
山
住
環
）
、

「
風
神
怯
者
」

「
風
神
柏
法
」

駐
車
、
「
風
神
不
レ
峻
」

（羊欣）、

逸

褒
）
、
「
風
神
厳
＝
於
智
永
一
潤
色
寡
＝
於
虞
世
南
－
」

（
欧
陽
請
の
真
行
）
、

「
資
＝
運
動
於
風
神
一
頃
＝
浩
然
於
潤
色
－
」

（
「
書
断
」
序
）
な
ど
が
あ
る
。

風
神
の
働
き
が
強
調
さ
れ
る
と
、
濠
然
、
峻
厳
の
趣
を
得
る
が
、
風

神
の
萎
縮
し
た
状
態
は
、

「
怯
」
の
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
と
く
に

終
り
の
二
つ
の
例
で
は
、
風
神
が
潤
色
と
対
比
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
風
神
と
は
、
精
神
の

働
き
の
中
で
も
、
と
く
に
厳
し
さ
、
高
さ
の
相
に
お
い
て
と
ら
え
ら

れ
る
も
の
、
そ
れ
が
書
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
き
は
、
造
形
の
背
骨

を
形
成
す
る
実
質
的
な
要
素
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
し

て
風
神
は
「
骨
気
」
と
結
び
つ
き
ゃ
す
い
性
格
を
帯
び
て
く
る
の
で

ゑ
り
4
Q

。
骨
気
に
類
す
る
熟
語
に
は
、
筋
骨
、
筋
力
、
骨
力
、
風
骨
、
気
骨
な

ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
筋
骨
の
用
例
が
も
っ
と
も
多
い
。
た
と
え

ば

「
筋
骨
緊
密
」
（
王
献
之
の
小
曹
、
「
筋
骨
天
姿
」
（
張
誕
）
、
「
鞘
備

筋
骨
－
」
（
録
会
）
、
「
筋
骨
亦
勝
」
（
郡
情
）
、
「
師
＝
於
小
王
一
梢
露
＝
筋
骨
－
」

（
孔
琳
之
）
、
「
及
＝
其
暮
年
一
筋
骨
亦
備
、
其
肥
鈍
無
ν
力
者
、
悉
非
也
」

（
靖
則
子
雲
）
な
ど
が
あ
る
。

「
筋
骨
の
備

と
く
に
最
後
の
用
例
で
は
、

わ
る
」
こ
と
が
、

「
肥
鈍
に
し
て
力
の
無
い
」
こ
と
の
対
立
概
念
と

王

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
筋
骨
は
、
あ
く
ま
で
も
背
骨
を
形
成
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
外
へ
露
出
し
す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
。
た
と
え

ば

「
虞
則
内
含
＝
剛
柔
一
欧
則
外
露
＝
筋
骨
一
君
子
蔵
レ
器
、
以
ν
虞

為
ν
優」

（
虞
世
南
）
と
、
外
に
筋
骨
を
露
わ
し
た
こ
と
を
以
て
、
欧
陽

詞
の
欠
点
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
白
か
ら
義
之
の
骨
を
得
た
と
言

う
智
果
に
つ
い
て
も
、
「
夫
筋
骨
蔵
品
於
膚
内
一
山
水
不
ν
厭
z

高
深
一

市
此
公
梢
乏
＝
清
幽
一
傷
－
－
於
浅
露
目
」
と
、
筋
骨
が
露
出
し
す
ぎ
る
と
、

清
幽
の
趣
に
乏
し
く
、
浅
露
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

筋
骨
が
「
状
貌
」
の
古
さ
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
た
例
に
、

「
状
貌

亦
古
、
乏
－
－
於
筋
骨
L
（
梁
武
帝
）
、
「
法
＝
於
鍾
氏
一
状
貌
似
而
筋
骨
不
レ

備

（
王
蒙
）
な
ど
が
あ
る
。
状
貌
は
い
か
に
古
く
て
も
、
筋
骨
が
備

わ
ら
な
け
れ
ば
、
真
の
古
法
と
は
言
え
な
い
。

一
般
に
彼
が
「
古
法
」

と
い
う
と
き
は
、
観
晋
の
書
法
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
、
質
朴
な
も
の
、
潤
色
の
少
な
い
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。
主

献
之
を
学
ん
で
そ
の
古
風
を
尚
ん
だ
王
僧
度
を
評
し
て
、
淳
朴
で
は

唐代の書論（杉村）

あ
る
が
研
華
に
乏
し
く
、
清
繭
で
は
あ
る
が
風
味
が
少
な
い
と
い
う

（
王
僧
皮
の
条
）
。
こ
れ
は
、
文
質
に
よ
っ
て
分
け
る
と
、
「
質
」
の
書
風

に
属
す
る
。
反
対
に
「
文
」
の
書
風
を
示
す
の
は
慶
肩
吾
で
、

態
殊
研
、
多
暫
－
－
質
素
一
乏
＝
於
筋
骨
－
」

と
さ
れ
て
い
る
。

研
妙
至 「意

極
で
、
古
風
の
乏
し
い
蘭
子
雲
も
文
で
あ
る
。
唐
の
陸
東
之
は
、
晩

年
二
王
を
習
っ
て
そ
の
古
風
を
尚
び
、
漸
ゃ
く
筋
骨
を
備
え
た
が
、

「
質
朴
」
を
持
っ
て
、

「
椅
陣
」
が
足
り
な
い
。
古
質
は
十
分
だ
が
、

風
味
の
少
な
い
何
曾
に
対
し
て
、
古
法
を
変
え
て
「
摘
好
」
の
書
風

を
聞
い
た
粛
論
、
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

「
華
」
と
「
古
」
が
対
比
し「疎

痩
」
に
陥
っ
た
史
陵
も
よ
く
な
い
。
以
上
の
例
か
ら
見
て
、
質
朴
だ

て
用
い
ら
れ
た
例
（
王
紹
宗
）
が
あ
り
、

「
古
直
」
が
す
ぎ
て
、

け
で
は
研
美
に
乏
し
く
、
古
質
の
み
で
は
風
味
が
少
な
い
、
そ
こ
で

両
者
を
兼
備
調
和
し
た
も
の
を
よ
し
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。研

美
に
類
し
た
語
句
を
拾
う
と
、
上
述
の
折
華
、
風
味
、
研
妙
、

締
際
、
娼
好
の
ほ
か
、
妖
冶
、
据
趣
、
風
流
腕
約
、
増
華
締
約
、
締

麗
蝿
好
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
膚
肉
に
伴
っ
て
生
ず
る

性
質
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
脂
肉
頗
ぶ
る
多
く
、
骨
気
や
や
少
し
」

（
高
正
臣
）
の
例
が
あ
っ
て
、
脂
肉
の
多
い
と
き
は
骨
気
が
少
な
く
、

逆
に
骨
気
の
備
わ
る
と
き
は
、
痩
せ
こ
け
て
脂
肉
が
乏
し
く
な
る
。

研
美
と
い
う
美
の
範
時
は
、
膚
肉
に
よ
っ
て
潤
色
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
よ
り
多
く
感
覚
な
い
し
技
巧
の
働
き
か
ら
生
れ
易
い
。
か

(221) 

く
し
て
研
美
は
「
功
用
」
と
熟
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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功
用
と
い
う
語
は
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
功
夫
、
字
形
、
規
矩
、

に
も
芽
、
は
え
て
い
た
が
、
張
懐
瑳
は
そ
れ
を
最
も
多
彩
に
、
か
つ
明

(222) 

形
勢
な
ど
に
あ
た
り
、
技
法
の
修
錬
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
形
快
に
展
開
し
て
み
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
彼
は
、
そ
の
ど
ち
ら

に
も
偏
ら
ず
、
両
者
の
折
衷
、
調
和
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

式
の
美
し
さ
を
意
味
し
て
い
る
。
書
断
の
中
で
功
用
と
ほ
ぼ
同
義
に

使
わ
れ
て
い
る
語
句
に
は
、
体
則
、
体
範
、
法
則
、
規
矩
な
ど
が
あ
る
。

孫
過
庭
を
評
し
て
、

「
功
用
」
少
な
く
、

「
天
材
」
あ
り
と
称
し
、

虞
世
南
の
族
子
纂
の
書
に
つ
い
て
、
叔
父
の
「
体
則
」
は
あ
る
が
、

「
風
骨
」
は
継
い
で
い
な
い
と
い
う
。
功
用
の
極
致
は
「
精
熟
」
で

あ
る
。
張
芝
は
「
精
熟
神
妙
で
、
古
今
に
冠
絶
し
た
」
が
、
智
永
は

精
熟
に
よ
っ
て
、

「
気
調
」
の
高
さ
が
失
わ
れ
た
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
明
ら
か
な
こ
と
は
、
張
懐
濯
が
、
蓄
の
造
形

構
造
を
筋
骨
と
膚
肉
に
分
け
、
こ
れ
に
質
朴
と
折
美
の
美
的
範
醇
を

対
応
さ
せ
、
し
か
も
前
者
は
風
神
の
働
き
か
ら
生
れ
、
後
者
は
功
用

の
働
ぎ
か
ら
生
れ
る
も
の
と
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
を
時
代
性
と

結
び
つ
け
て
、
前
者
は
説
晋
の
古
法
に
、
そ
し
て
後
者
は
後
世
の
今

法
に
、
よ
り
多
く
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
い
ま
、
便
宜
上
こ
れ
を
図
式
化
す
る
と
、

筋
骨
｜
｜
質
朴
｜
｜
風
神
H
1古
法

膚
肉
｜
｜
新
美
｜
｜
功
用

l
l今
法

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
す
で
に
南
朝
の
書
論
の
中
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右
に
お
こ
な
っ
た
用
語
の
分
析
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

調
和
を
備
え
た
例
と
し
て
、

「
華
実
兼
美
」
の
張
調
、
「
膚
骨
兼
有
」

の
王
知
敬
、

「
繊
楼
得
ν
中」

の
郡
惜
、

「
剛
柔
備
荒
」

の
鍾
謀
、

「
実
而
不
レ
朴
、
文
市
不
レ
華
」
の
皇
象
な
ど
が
称
賛
さ
れ
て
い
る
に

よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
唐
の
開
元
・
天
宝
期
に
は
、

一
般
に
豊
満
で
肉
太
な
も

の
を
好
む
趣
味
が
流
行
し
た
。
人
物
や
馬
の
画
な
ど
に
肥
満
し
た
も

の
が
好
ん
で
描
か
れ
、
書
の
方
で
も
、
玄
宗
や
徐
浩
な
ど
の
遺
品
に
、

そ
の
よ
う
な
書
風
を
一
示
す
も
の
が
あ
る
。
懐
瑳
は
、
「
評
書
薬
石
論
」

の
中
で
、
今
の
書
人
は
「
肉
多
筋
少
の
法
」
を
得
て
い
る
が
、
こ
れ

は
書
の
病
い
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
筋
骨
を
現
わ
す
よ
う
に
心
が
け

る
べ
き
で
あ
る
。
南
朝
か
ら
唐
に
至
っ
て
、
こ
の
「
肥
鈍
の
弊
」
は

甚
だ
し
く
な
っ
た
、
書
は
脂
肉
と
稜
角
の
い
ず
れ
に
偏
し
て
も
よ
く

な
い
と
述
ベ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
彼
の
書
史
を
見
る
立
場
と
、
骨
肉

の
調
和
を
た
っ
と
ぶ
見
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。

当
時
は
す
で
に
、
古
法
を
軽
視
し
て
個
性
を
強
調
す
る
新
書
風
が



起
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
れ
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
と
っ

「
若
し
古
法

を
超
越
し
て
、
ひ
た
す
ら
自
己
の
心
を
見
つ
め
、
あ
る
い
は
造
化
に

学
ん
で
、
独
自
の
規
矩
を
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
「
六
体
書
論
」
の
中
で
、

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
必
ず
鍾
鉱
・
張
芝

の
古
法
を
と
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
、
「
蓋
し
独
断

の
明
な
く
ん
ば
、
衆
議
に
詞
る
ベ
し
」
と
い
う
道
を
す
す
め
て
い
る
。

ま
た
「
評
書
薬
石
論
」
の
中
で
も
、

「
今
の
書
す
る
も
の
は
古
の
名

跡
に
背
く
。
量
に
同
じ
き
こ
と
あ
ら
ん
や
。
土
日
を
視
て
今
を
観
れ
ば
、

亀
鏡
と
な
す
に
足
り
、
以
て
目
撃
す
ベ
し
」
と
言
っ
て
い
る
。

り
彼
は
、
当
時
の
新
書
風
に
対
し
て
、

一
応
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
、

し
か
も
な
お
伝
統
的
な
古
法
に
学
ぶ
こ
と
を
、
学
書
の
正
道
と
考
え

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
私
は
張
懐
瑳
の
霊
園
論
を
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
検

討
し
て
き
た
。
と
く
に
書
の
本
質
を
説
き
、
評
室
田
に
精
綴
な
基
準
を

唐代の書論（杉村）

立
て
、
室
田
史
に
対
す
る
独
自
の
見
識
を
示
し
た
こ
と
な
ど
は
、
彼
の

業
績
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
を
全

体
と
し
て
眺
め
る
と
、
彼
は
論
理
の
構
想
力
に
お
い
て
、
遂
に
孫
過

庭
に
は
及
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
孫
氏
の
体
系
的
、
立
体
的
な

つ
ま

る
に
反
し
て
、
平
面
的
、
羅
列
的
で
あ
る
と
い
う
欠
点
は
蔽
い
が
た

ぃ
。
翻
っ
て
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
孫
氏
が
ほ
と
ん
ど
在

野
の
処
士
と
し
て
自
由
な
立
場
か
ら
理
論
を
う
ち
立
て
、
ま
た
一
面

す
ぐ
れ
た
書
人
と
し
て
、

「
書
譜
」
の
名
跡
を
遺
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
張
氏
が
、
・
翰
林
供
奉
と
い
う
役
職
の
中
で
童
一
論
を
書
き
、
し

か
も
書
の
実
作
者
と
し
て
は
一
点
の
作
品
を
も
遺
し
て
い
な
い
と
い

う
事
実
か
ら
も
、
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
は
思
う
。

」
こ
で
、
張
懐
瑳
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
に
現
わ
れ
た
徐
浩
、
お
よ
び

賢
泉
の
説
に
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

徐
浩
（
七
O
三
l
七
八
二
）
に
は
、

「
論
書
」
と
「
古
跡
記
」
が
あ

っ
て
、
ど
ち
ら
も
『
法
書
要
録
』
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
は

「
論
室
百
」
の
中
で
、

「
虞
（
世
南
）
は
そ
の
筋
を
得
、
楕
（
遂
良
）
は

そ
の
肉
を
得
、

欧
（
陽
詞
）
は
そ
の
骨
を
得
た
」

と
い
う
或
る
人
の

説
を
受
け
て
、

夫
鷹
隼
乏
ν
彩
、
而
翰
飛
戻
ν
天
、
骨
動
市
気
猛
也
、

翠
翠
備
ν
色、

而

掬
朝
間
百
歩
、
肉
由
主
而
力
沈
也
、
若
＝
藻
限
而
高
岡
畑
一
書
之
鳳
風
失
、
欧

虞
為
＝
鷹
隼
↓
稽
酵
為
－
－
翠
窪
－
Z
局

(223) 

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
劉
弧
の
『
文
心
離
龍
』
風
骨
篇
に
見
え
る

63 



文
章
を
、
そ
の
ま
ま
書
に
借
り
た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
骨
肉
の

説
を
鳥
に
た
と
え
て
、
力
あ
っ
て
美
し
さ
の
な
い
の
は
鷹
隼
（
た
か
と

は
や
ぶ
さ
）
の
ご
と
く
、

美
し
さ
が
あ
っ
て
力
の
な
い
の
は
翠
彊
（
き

じ
）
の
ご
と
く
、
美
し
さ
と
力
を
兼
ね
備
え
た
も
の
が
書
の
鳳
恩
で

「
初
学
の
際
は
、
宜
し
く
筋
骨

を
先
に
す
べ
し
。
筋
骨
立
た
、
ざ
れ
ば
、
肉
何
の
附
く
所
ぞ
」
と
、
筋

あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
、

骨
を
よ
り
基
本
的
な
要
素
と
し
て
重
視
し
、
そ
の
た
め
の
用
筆
法
は
、

「
蔵
鋒
」
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。
も
う
一
つ
、
論

書
は
、
文
字
の
点
画
構
成
に
つ
い
て
、
大
小
、
疎
密
、
肥
痩
い
ず
れ

に
も
偏
ら
ず
、
運
筆
に
つ
い
て
も
、
緩
急
、
平
側
安
利
、
そ
れ
ぞ

れ
中
庸
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
前
の
骨
肉
説

と
い
い
、
こ
の
中
和
説
と
い
い
、
先
人
が
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
、

彼
の
創
見
と
す
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。

由
貿
蒙
・
賢
衆
の
兄
弟
は
、
徐
浩
が
老
齢
の
た
め
に
、
宮
中
の
書
画

「
並
び
に
久
し
く
翰
苑
に
遊
び
、
皆
図
書
を

整
理
係
を
退
く
と
き
、

好
む
。
偽
を
弁
じ
真
を
知
り
て
は
、
そ
の
右
に
出
づ
る
も
の
な
し
」

（
徐
浩
「
士
口
跡
記
」
）

と
折
紙
を
つ
け
て
、
そ
の
後
任
に
推
薦
さ
れ
た
人

物
で
あ
る
。
費
衆
の
「
述
書
賦
」
は
、
兄
蒙
の
注
お
よ
び
「
語
例
字

格
」
を
附
し
て
、

『
法
書
要
録
』
巻
玉
、
巻
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

巻
末
の
奥
書
に
よ
る
と
、
草
稿
の
ま
ま
作
者
が
没
し
た
の
で
、
兄
の
凶

大
暦
四
年
（
七
六
九
）

七
月
に
完
成
さ
せ
た
も
の

64 

蒙
が
校
訂
し
て
、

で
あ
旬
。
名
の
示
す
と
お
り
、
全
体
が
韻
文
で
書
か
れ
た
書
論
と
し

て
古
来
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
初
め
に
時
代
を
概
説

し
、
周
よ
り
唐
に
至
る
書
人
百
九
十
八
人
を
論
評
し
、
終
り
に
署
証
、

印
記
、
徴
求
保
玩
、
利
通
貨
易
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
こ
と
に
労

作
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
恰
も
五
七
調

で
論
文
を
書
く
よ
う
な
も
の
で
、
修
辞
法
に
払
わ
れ
る
苦
心
に
反
し

て
、
内
容
は
限
定
さ
れ
た
窮
屈
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

多
少
と
も
彼
の
論
書
の
態
度
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
を
あ
げ
る
と
、

θ
精
神
と
技
法
、
心
と
手
、
内
容
と
形
式
な
ど
の
対
照
法
、
（
口
）
研
掘

さ
と
力
強
さ
の
対
照
法
、
告
古
風
、
古
体
、
古
法
、
古
質
、
古
情
、

古
貌
、
古
容
な
ど
、

一
般
に
「
古
法
」
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

（
轡
常
俗
を
戒
め
て
い
る
こ
と
、

な
ど
に
尽
き
る
と
言
っ
て
よ
い
。

「
述
書
賦
」
本
文
の
不
足
を
補
う
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
が
、
兄
蒙

に
よ
る
「
述
書
賦
語
例
字
格
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
不
倫
、
枯
橋
、

忘
情
、
天
然
」
な
ど
の
語
格
と
、

「
正
、
行
、
革
、
章
、
神
、
聖
、

文
、
武
」
以
下
の
字
格
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
簡
単
な
説
明
句
を

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
書
美
の
範
醇
を
立
て



た
こ
と
は
、
や
は
り
一
つ
の
業
績
と
言
っ
て
よ
よ
か
ろ
う
。

五
、
晩
唐
の
狂
草
論

唐
代
前
半
期
の
書
論
は
、
右
に
論
じ
た
ご
と
く
、
書
の
本
質
論
や

表
現
論
に
、
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
深
い
省
察
が
加
え
ら
れ
、
ま

た
書
を
評
価
す
る
ば
あ
い
に
も
、
き
わ
め
て
精
搬
な
基
準
が
う
ち
た

て
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
今
そ
れ
ら
を
大
観
す
れ
ば
、
典
型
、
調
和
、

中
庸
を
尊
ぶ
と
い
う
方
向
に
お
い
て
、
ほ
ぽ
軌
を
一
に
し
て
お
り
、

そ
れ
は
実
作
の
上
で
、
義
之
の
尊
重
お
よ
び
情
書
の
完
成
と
い
う
現

象
と
緊
密
に
対
応
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
伝
統
派
の
書
論
は
、
唐
の
後
半
期
に
入
る

と
、
繁
噴
な
筆
法
に
関
す
る
伝
授
口
訣
の
類
に
陥
り
、
書
の
芸
術
論

と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

彼
ら
が
、

い
た
ず
ら
に
典
型
を
墨
守
す
る
の
み
で
、
技
法
に
こ
だ
わ

り
、
精
神
面
の
考
察
を
怠
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

て
完
成
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
一
派
は
、
典
型
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
を
否
定
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
の
り
超
え
よ

う
と
す
る
気
慨
を
示
す
に
至
っ
た
。
彼
ら
は
お
お
む
ね
自
由
放
縦
な

生
活
を
営
み
、
詩
酒
を
友
と
し
て
、
同
好
の
文
人
た
ち
と
親
し
く
交

っ
た
。
以
下
、
当
時
の
記
録
に
よ
っ
て
、
狂
草
家
の
実
体
に
触
れ
て

み
た
い
と
思
う
。

狂
草
と
い
う
概
念
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
は
、
賀
知
章
お
よ
び

そ
の
親
友
の
張
旭
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
賀
知
章
（
六
五
九
｜
七
四
四
）

の
伝
記
は
、

『
旧
唐
書
』
巻
一
九

O
中、

『
新
唐
書
』
巻
一
九
六
そ

の
他
に
見
え
て
い
る
。
字
は
季
真
ま
た
は
維
摩
。

越
州
永
輿
（
新
江

省
）
の
人
。
証
聖
の
初
め
（
六
九
五
）
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
官
は
礼
部

侍
郎
、
集
賢
院
学
士
、
工
部
侍
郎
、
太
子
賓
客
な
ど
を
経
て
、
秘
書

監
に
至
っ
た
。
少
年
時
代
か
ら
詩
文
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
、
書
も

草
隷
を
普
く
し
て
珍
重
さ
れ
た
。
性
格
は
が
ん
ら
い
「
膿
夷
」
で
、

」
う
し
た
伝
統
派
の
不
振
、
ゆ
き
づ
ま
り
に
対
し
て
、
も
っ
と
自
退
避
し
た
。
ま
た
白
か
ら
四
明
狂
客
と
号
し
、
秘
書
外
監
と
も
称
し

談
説
を
普
く
し
た
が
、
晩
年
に
は
も
っ
と
も
放
縦
と
な
り
、
巷
聞
に

唐代の書論（杉村）

由
奔
放
な
情
懐
を
、
草
書
に
托
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
一
派
が
、

開
元
、
天
宝
の
こ
ろ
か
ら
起
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
狂
草
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
唐
代
前
半
の
書
が
、
ほ
ぼ
典
型
に
む
か
つ

た
。
酒
を
好
ん
で
、
輿
に
乗
ず
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
詩
を
書
き
散
ら

「
述
書
賦
」
注
は
次
の
よ
う
に

(225) 

し
た
。
そ
の
揮
事
ぶ
り
に
つ
い
て
、

記
し
て
い
る
。
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輿
酎
す
る
毎
に
筆
を
命
じ
、
好
ん
で
大
字
を
書
く
。
或
い
は
三
百
言
、

「
幾
紙
あ
る
や
」
と
問

或
い
は
五
百
言
、
詩
筆
た
だ
命
の
ま
ま
に
す
。

ぃ
、
「
十
紙
」
と
転
、
つ
れ
ば
、
紙
尽
き
語
も
ま
た
尽
く
。
二
十
紙
、
三

十
紙
、
紙
尽
き
語
も
ま
た
尽
く
。
忽
ち
好
処
あ
り
、
造
化
と
相
い
争
う
。

人
工
の
到
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

と
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
揮
喜
ぶ
り
は
狂
逸
と
い
う
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
臨
機
応
変
、
酒
興
に
乗
じ
た
ま
こ
と
に
自
由
な
態
度
で
あ
っ

「
知
章
騎
ν
馬
似

4

た
と
想
像
さ
れ
る
。
杜
甫
の
飲
中
八
仙
歌
に
も
、

と
そ
の
酔
態
が
う
た
わ
れ
、
李
白
、

眼
花
落
井
水
底
眠
」

レ乗
ν
船、

張
旭
、
蘇
晋
ら
と
酒
八
仙
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た

（
『
新
唐
書
』
二

O
二

李
白
伝
）
。
彼
が
と
く
に
親
し
く
交
っ
た
李
白
は
、

い
う
ま
で
も
な
く

当
時
の
文
芸
界
の
浪
漫
的
精
神
の
代
表
者
で
あ
り
、
賀
知
章
ら
の
書

作
も
、
そ
の
よ
う
な
気
風
の
中
で
、
新
書
風
へ
の
胎
動
を
示
し
て
い

た
と
言
え
よ
う
。

賀
知
章
、
李
自
ら
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
た
の
が
張
蜘
で
あ
る
。

彼
の
伝
記
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
が
、

『
新
唐
書
』
の
李
白
伝

は
、
多
少
彼
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
宗
の
時

に
詔
し
て
、
李
白
の
歌
詩
、
斐
長
の
剣
舞
、
張
旭
の
草
書
を
も
っ
て
、

三
絶
と
し
た
。

旭
は
蘇
州
呉
郡
（
江
蘇
省
）
の
人
、

初
め
仕
え
て
常

熟
県
の
尉
と
な
っ
た
が
、
政
務
が
煩
わ
し
く
て
、
も
っ
ぱ
ら
書
芸
に

(226) 

の
み
関
心
を
示
し
た
と
い
う
。
述
書
賦
の
注
に
は
、
「
左
率
府
長
史
」
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と
そ
の
官
名
を
記
し
て
い
て
、
俗
に
張
長
史
と
称
ば
れ
た
理
由
が
明

ら
か
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
は
官
吏
と
し
て
見
る
べ
き
業
績

を
の
こ
し
た
人
で
は
な
い
。
そ
の
他
の
記
載
か
ら
見
て
も
、
字
を
伯

高
と
い
い
、
陸
東
之
の
子
の
彦
遠
の
甥
に
あ
た
り
、
こ
の
人
か
ら
筆

法
を
授
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
く
ら
い
で
あ
る
。

し
か
し
彼
が
草
書
を
善
く
し
た
こ
と
は
、
生
前
か
ら
有
名
で
あ
り
、

杜
甫
の
飲
中
八
仙
歌
に
も
、

「
張
旭
三
杯
草
聖
伝
、
脱
ν
冒
露
レ
頂
王

公
前
、
揮
L
宅
落
ν
紙
如
＝
雲
畑
－
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
飲
中
八
仙

の
顔
ぶ
れ
や
、
彼
の
交
友
関
係
か
ら
見
て
、
ほ
ぼ
開
元
・
天
宝
期
に

活
躍
し
た
人
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
草
書
を
書
く
と
き
の
様
子
は
、

多
く
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
例
と
し

て
李
慣
の
「
胎
張
旭
」
の
詩
を
あ
げ
る
。

張
公
、
性
酒
を
噌
み
、
諮
達
に
し
て
営
う
所
な
し
。
陪
首
、
草
掛
献
を
窮

め
、
時
に
太
湖
の
精
と
称
せ
ら
る
。
頂
を
露
わ
し
胡
床
に
拠
り
、
長
叫

す
る
こ
と
三
五
声
。
輿
来
っ
て
素
壁
を
緩
い
、
筆
を
揮
え
ば
流
星
の
如

ひ
ら

し
O
i
－
－
－
左
手
に
蟹
整
を
持
ち
、
右
手
に
丹
経
を
執
り
、
目
を
燈
い
て
零

漢
を
視
、
酔
と
醒
と
を
知
ら
ず
。
：
：
：
微
禄
は
心
屑
し
と
せ
ず
、
神
を



八
紘
に
放
っ
。
時
人
識
ら
ざ
る
者
、
即
ち
是
れ
安
期
生
。

さ
ら
に
『
新
唐
書
』
の
李
白
伝
、

『
旧
唐
書
』
の
賀
知
章
伝
、
李
肇

の
『
唐
国
史
補
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
大
酔
す
る
ご
と
に
大
声
を
は
り
あ

げ
狂
草
し
て
書
い
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
頭
を
墨
汁
に
ひ
た
し
て
書

い
た
の
で
、
世
に
「
張
顛
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

」
れ
だ
け
で
見
る
と
、
彼
の
書
は
、
酒
気
に
任
せ
た
座
興
的
な
粍
書

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
「
後
輩
の
筆
札
を

言
う
者
、
欧
・
虞
・
緒
・
醇
は
異
論
あ
る
も
、
張
長
史
に
至
っ
て
は

間
言
す
る
な
し
」
と
い
う
ま
で
の
絶
賛
を
博
す
る
に
至
っ
た
の
は
、

ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
秦
の
始
皇
の
時
の
仙
人
安
期

生
に
も
喰
え
ら
れ
た
そ
の
高
逸
な
人
格
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
の

奔
放
な
狂
草
の
根
底
に
、
伝
統
的
な
書
法
の
修
錬
の
あ
っ
た
こ
と
を

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
彼
の
遺
品
と
し
て
最
も
信
頼

す
べ
き
「
郎
官
石
記
」
の
端
正
な
糖
書
の
ご
と
き
は
、
後
世
宋
人
の
ひ

と
し
く
推
賞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
唐
の
張
彦
遠
も
、
自
ら
実
見
し

唐代の書論（杉村）

た
張
旭
の
小
糖
楽
毅
論
を
、

「
虞
世
南
・
裕
遂
良
の
流
で
あ
る
」
と

し
て
、
そ
の
正
統
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
）
。

ま
た
顔
真
卿
に
「
述
張
長
史
筆
法
十
二
意
」
と
い
う
文
章
が
の
こ

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
張
旭
が
顔
真
卿
の
た
め
に
、
梁
武
帝
の
「
観

鍾
蘇
書
法
十
二
意
」
を
解
説
し
た
も
の
で
、
今
人
余
紹
宋
な
ど
は
頭

か
ら
偽
託
と
断
じ
て
い
る
（
『
書
画
帝
国
録
解
題
』
巻
九
）
。

し
か
し
顔
真
卿

の
「
懐
素
上
人
草
書
歌
序
」
に
も
、
彼
が
張
旭
か
ら
親
し
く
筆
法
を

授
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
張
旭
が
筆
法
伝
授
の
上
で
、

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。
張

旭
と
い
う
書
人
に
は
、
き
わ
め
て
正
統
的
な
棺
書
と
、
奔
放
狂
逸
な

草
書
が
奇
妙
に
共
存
し
て
い
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
伝
統
と
革
新
の
二

つ
に
ま
た
が
っ
た
過
渡
期
の
姿
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
彼
の
草
書
が
革
新
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
理
由
は
、

上
述
の
よ
う
な
揮
肇
態
度
に
も
む
ろ
ん
現
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

注
目
す
べ
き
は
、
彼
が
草
書
の
筆
法
を
い
か
に
し
て
悟
っ
た
か
、
そ

の
由
来
に
関
し
て
で
あ
る
。

『
新
唐
室
田
』
李
自
の
伝
に
は
、
張
旭
自

か
ら
の
言
葉
と
し
て
、

「
始
め
公
主
の
担
夫
が
道
を
争
う
の
を
見
、

ま
た
鼓
吹
を
聞
い
て
筆
法
を
得
た
。
公
孫
の
剣
器
を
舞
う
の
を
観
て
、

③
 

そ
の
神
を
得
た
」
と
伝
え
て
い
る
。
張
旭
が
剣
器
の
舞
を
見
て
、
草

垂
直
の
神
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
文
献
に
見

え
て
お
り
、
有
名
な
逸
話
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

彼
は
、

鳥日
形

に
む
か
つ
て
、

「
孤
蓬
は
白
か
ら
振
い
、
驚
沙
は
坐
な
が
ら
に
し
て

m

飛
ぶ
。

余
こ
れ
を
師
と
し
て
書
を
為
る
。

故
に
奇
粧
を
得
た
り
」
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（
陸
羽
唐
僧
懐
素
伝
）
と
語
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
人
物
や
自
然
の
動

態
を
見
て
、
草
書
の
神
髄
を
悟
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
未
だ
か
つ
て

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
辺
に
も
新
し
い
行
き
方
が
現
わ
れ
て

い
る
。張

旭
の
筆
法
を
学
ん
だ
画
家
に
、
呉
道
玄
と
韓
混
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
呉
道
玄
に
つ
い
て
は
、

『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
に
、

呉
道
玄
、
陽
翠
人
、
好
ν
酒
使
ν
気
、
毎
ν
欲
－
一
揮
一
一
一
必
須
＝
酎
飲
一
学
＝

書
於
張
長
史
旭
賀
監
知
章
一
学
ν
書
不
ν
成、

開
元
中
、
将

因
工
ν
画、

軍
斐
目
女
善
＝
舞
剣
↓
道
玄
観
＝
国
交
舞
剣
一
見
－
一
出
没
神
怪
一

既
畢
、
律
事

益
進
、

と
あ
る
。
彦
遠
は
こ
れ
に
つ
づ
け
て
、
張
旭
と
公
孫
大
娘
の
逸
話
を

「
是
れ
知
る
、
書
画
の
芸
は
み
な
意
気
を
須
ち
て
成

引
い
た
あ
と
、

る
。
ま
た
儒
夫
の
能
く
作
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
こ
で

「
意
気
」

（
創
作
衝
動
）
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
が

面
白
い
。
酒
や
舞
は
、
意
気
を
鼓
舞
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る
。
張
旭
よ
り
や
や
お
く
れ
て
、
大
暦
・
貞
元
期
に
活
躍
し
た

王
墨
（
黙
）
、
李
霊
省
、
張
志
和
ら
の
、
い
わ
ゆ
る
逸
品
画
家
に
つ
い

⑬
 

て
も
、
狂
草
家
と
同
じ
よ
う
な
特
徴
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
狂
逸
な
芸
術
境
は
、
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
唐
代
の

芸
術
が
大
き
な
過
渡
期
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑪
 

張
旭
の
後
、
狂
草
で
有
名
に
な
っ
た
の
は
釈
懐
素
で
あ
る
。
そ
の

(228) 68 

生
年
に
つ
い
て
は
、
開
元
二
五
年
（
七
三
七
）
と
、
開
元
二
二
年
（
七

二
五
）
の
二
説
が
あ
っ
て
、
に
わ
か
に
ど
ち
ら
と
も
決
め
ら
れ
な
い
。

俗
姓
は
銭
氏
、
字
は
蔵
真
、

永
州
霊
陵
（
湖
南
省
）
の
人
、

有
名
な

詩
人
銭
起
の
従
甥
に
あ
た
る
。
銭
氏
で
は
、
銭
起
と
そ
の
子
徽
が
詩

を
よ
く
し
、
懐
素
が
書
を
善
く
し
た
。
そ
こ
で
『
唐
才
子
伝
』
（
巻
四
）

は
、
「
一
門
の
中
、
芸
名
森
出
、
尚
ぶ
ベ
し
」
と
称
え
て
い
る
。
「
懐

素
、
長
沙
に
家
し
、
幼
く
し
て
仏
に
事
え
、
経
禅
の
暇
、
頗
ぶ
る
筆

翰
を
好
む
」
と
は
、
彼
自
か
ら
自
叙
帖
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

陸
羽
の
「
唐
僧
懐
素
伝
」
に
よ
れ
ば
、
懐
素
は
疎
放
で
細
行
に
拘
わ

ら
ず
、
飲
酒
に
よ
っ
て
性
を
養
い
、
草
書
に
よ
っ
て
志
を
暢
ベ
た
。

酔
っ
て
興
が
わ
く
と
、
寺
壁
、
里
縮
、
衣
裳
、
器
皿
を
問
わ
ず
こ
れ

に
書
き
つ
く
し
た
。
そ
の
学
書
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
貧
に
し
て
紙
、
が

な
い
の
で
芭
蕉
を
植
え
て
こ
れ
に
書
い
た
、
そ
れ
も
な
く
な
る
と
、

盤
・
板
に
書
い
て
穴
が
あ
い
た
。
そ
の
後
、
学
書
に
は
師
授
の
必
要

な
こ
と
を
悟
っ
て
、
従
兄
の
郎
形
を
師
と
し
て
そ
の
筆
法
を
受
け
た

と
も
い
う
。
同
じ
く
懐
素
伝
は
、
懐
素
と
顔
真
卿
と
の
聞
に
か
わ
さ

れ
た
興
味
深
い
問
答
を
伝
え
る
。
か
つ
て
顔
真
卿
が
、

「
草
書
は
師



、
授
の
外
に
自
ら
悟
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
云
云
」
と
誘
い
か
け

「
貧
道
は
、
夏
雲
の
奇
峰
多
き
を
観
て
、
輔
ち
常

に
之
れ
を
師
と
す
。
夏
雲
は
風
に
因
っ
て
変
化
し
、
乃
ち
常
勢
な
し
。

た
の
に
対
え
て
、

ま
た
壁
訴
の
路
に
遇
っ
て
、
一
一
自
然
な
り
」
と
述
べ
て
、
顔
真
卿
を

感
伏
さ
せ
た
。
彼
が
古
法
を
十
分
に
修
得
し
た
上
で
、
さ
ら
に
夏
雲

の
変
化
す
る
姿
な
ど
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
、
草
書
に
新
し
い
気
分
を

も
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

彼
の
揮
官
宅
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
張
旭
と
同
様
、
多
く
の
同
時
代
の

人
々
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
賢
糞
の
詩
句

を
次
に
あ
げ
る
。

狂
僧
翰
を
揮
え
ば
狂
に
し
て
且
つ
逸
、
独
り
天
機
に
任
せ
て
格
律
を
拙

く
。
：
：
：
粉
壁
長
廊
数
十
問
、
興
来
り
て
小
し
く
伺
同
襟
の
気
を
笛
く
。

・
：
：
忽
然
と
し
て
絶
叫
す
る
こ
と
三
五
声
、
満
壁
縦
横
千
万
字
。

懐
素
は
張
旭
の
狂
逸
さ
を
う
け
つ
い
で
、
世
に
「
張
顧
素
狂
」
と
並

称
さ
れ
て
い
る
。
心
輿
を
誘
発
し
て
、
縦
横
無
尽
に
揮
一
揖
し
た
様
子

唐代の書論（杉村）

も
張
の
ば
あ
い
と
同
様
で
あ
る
。

「
独
り
天
機
に
任
せ
て

と
く
に
、

格
律
を
擢
く
」
と
、
書
法
を
否
定
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
他

の
人
の
詩
句
か
ら
拾
う
と
、

「
自
か
ら
言
う
転
腕
は
拘
わ
る
な
し
と
、

大
い
に
笑
う
義
之
の
筆
陣
図
を
」
（
魯
収
）
、

「
志
は
新
奇
に
在
り
て
定

則
な
し
」
（
自
叙
帖
所
収
許
礁
の
句
）
、
「
古
法
能
を
尽
し
て
、
新
し
さ
余
り

こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
、
古
法
を
十
分
修
得

あ
り
」

（
戴
叔
倫
）
な
ど
。

し
た
上
で
、
そ
れ
を
忘
れ
去
り
、
自
由
で
清
新
な
人
間
性
を
端
的
に

う
ち
出
そ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、

任
華
の
大
作
か
ら
引
い
て
お
こ
う
。

」
れ
に
は
、

「
量
に
知
ら
ず
や
、
右
軍
と
献
之
と
に
は
壮
麗
の
骨
あ
り
と
離
も
、
恨

む
ら
く
は
狂
逸
の
姿
な
き
を
。
中
間
に
張
長
史
ひ
と
り
放
蕩
に
し
て

不
覇
、
顛
を
以
て
名
を
為
し
、
当
時
に
傾
動
す
。
張
老
の
顛
は
殊
に

懐
素
の
顛
よ
り
顕
な
ら
ず
、
懐
素
の
顛
は
乃
ち
是
れ
願
な
り
」
と
前

お
き
し
て
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

の

朝
に
は
王
公
大
人
の
馬
に
騎
り
、
暮
に
は
王
公
大
人
の
家
に
宿
る
。
誰

か
素
扉
を
造
ら
ざ
る
。
誰
か
粉
壁
を
塗
一
ら
ざ
る
。
粉
壁
は
晴
光
を
揺
が

せ
、
素
扉
は
暁
霜
を
凝
ら
す
。
師
の
揮
漉
を
待
ち
、
再
忘
す
べ
か
ら
ず
。

駿
馬
迎
え
来
れ
ば
中
堂
に
坐
し
、
金
盆
に
酒
を
盛
り
て
、
竹
葉
香
ば
し
。

一瀬一

十
盃
、

五
盃
は
意
を
解
せ
ず
、

百
盃
己
後
に
始
め
て
顕
狂
、

狂
、
意
気
多
く
、
大
叫
数
声
起
ち
て
腎
を
摂
る
。
宜
喝
を
揮
え
ば
倹
忽
千

万
字
、
時
有
っ
て
一
字
両
字
長
さ
丈
二
。

彼
が
都
下
の
王
公
貴
人
た
ち
に
歓
待
さ
れ
、
そ
の
得
意
と
す
る
狂
草

m

の
芸
を
披
露
し
た
様
子
が
、
手
に
と
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
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の
詩
は
、

な
ん
じ

よ
、
爾
に
は
絶
芸
あ
り
と
雄
も
、
猶
お
当
に
良
媒
を
仮
る
べ
し
。

ひ
き

礼
部
張
公
（
謂
）
が
爾
を
将
い
て
来
る
に
因
ら
、
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
声

か
ま
び
す

名
一
日
に
し
て
九
援
に
誼
し
き
を
得
ん
や
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ

」
の
後
も
ず
っ
と
続
く
が
、

最
後
に
、

「
狂
僧
よ
狂
僧

れ
に
よ
っ
て
懐
素
の
名
声
は
、
張
謂
の
紹
介
に
よ
っ
て
広
が
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

懐
素
の
こ
ろ
か
ら
唐
末
に
か
け
て
は
、
僧
侶
の
中
に
、
草
書
を
善

く
す
る
も
の
が
多
く
現
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
高
閥
、
誓
光
、
亜
棲
等

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
高
閑
は
宣
宗
の
と
き
に
召
さ
れ
て
草
書
を
書

＃

c
、
紫
衣
を
賜
っ
た
（
『
宣
和
書
譜
』
巻
一
九
）
。

彼
の
草
書
は
、
韓
愈
が

「
送
高
閑
上
人
序
」
を
書
い
て
か
ら
ま
す
ま
す
有
名
と
な
っ
た
。
盟
国

光
も
、
昭
宗
の
と
き
に
召
さ
れ
て
草
書
を
書
き
、
紫
方
袖
を
賜
っ
た
。

ま
た
陸
希
声
か
ら
「
五
指
簸
鐙
訣
」
を
授
か
っ
た
（
『
宋
高
僧
伝
』
巻
三
十
）
。

司
空
図
の
「
送
草
書
僧
誓
光
帰
越
」
に
は
、
誓
光
が
恋
ま
ま
に
歌
詩

を
つ
く
っ
て
、

「
江
湖
沈
欝
の
気
を
導
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

E

棲
は
経
律
の
余
暇
に
喜
ん
で
字
を
作
り
、
張
顛
の
筆
意
を
得
た
。
昭

宗
の
光
化
中
、
殿
庭
に
召
さ
れ
て
草
書
を
書
き
、
紫
抱
を
二
度
も
賜

っ
た
こ
と
は
、

当
時
名
誉
と
さ
れ
た
（
『
宣
和
書
並
立
巻
十
九
）
。

僧
侶
で
は
な
い
が
、
張
旭
の
草
書
を
学
ん
だ
も
の
に
、
山
人
王
伝

火
な
る
人
物
が
い
て
、
沈
亜
之
に
「
叙
草
書
送
山
人
王
伝
父
」
と
い

う
文
章
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
『
全
店
文
』
巻
七
三
五
）
。
沈
亜
之
は
元
和
十
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年
（
八
一
五
）

王
伝
火
も
ほ
ぼ
こ
の
頃
の
人

の
進
士
で
あ
る
か
ら
、

と
考
え
ら
れ
る
。
沈
亜
之
は
、
こ
の
文
章
の
初
め
に
「
夫
れ
匠
心
は

浩
荏
の
聞
に
於
て
為
す
。
そ
の
為
す
者
は
、
必
ず
意
気
の
感
ず
る
所

あ
り
て
、
然
る
後
よ
く
そ
の
象
を
啓
く
な
り
」
と
前
お
き
し
て
、
張

旭
の
、
公
孫
大
娘
や
孤
蓬
驚
沙
の
逸
話
も
、
こ
の
「
意
気
」
に
感
じ

た
も
の
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
。

つ
づ
い
て
王
伝
火
の
書
に
つ
い
て
、

今
山
人
王
伝
火
、
学
為
＝
旭
書
一

居
Z

故
呉
公
子
光
剣
池
山
傍
一
積
－
一
十

年
一
而
功
就
、
歴
ユ
遊
天
下
一

慕
－
－
其
出
ν
己
者
一
師
ν
之、

欲
ν
増－一其功一

也

と
記
し
て
い
る
。
王
伝
火
は
、
恐
ら
く
狂
草
を
も
っ
て
諸
国
を
行
脚

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

「
そ
の
己
れ
よ
り
出
づ
る
も
の
を
慕

い
て
、
こ
れ
を
師
と
す
る
」
と
い
っ
て
、
こ
こ
に
は
近
代
人
に
も
通

ず
る
主
観
主
義
の
立
場
が
、
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
見
て
、

一
般
に
狂
草
家
に
は
、
次
の
よ
う
な
特

色
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

G
僧
侶
が
多
い
こ
と

（
懐
素
・
高

閑
・
誓
光
・
亜
棲
な
ど
）
。

。
筆
法
は
師
授
の
ほ
か
に
、

白
か
ら
悟
得

す
べ
き
こ
と
。
こ
の
際
、

「
意
気
」
を
鼓
舞
す
る
外
的
な
刺
激
が
期



待
さ
れ
る
（
張
旭
の
剣
器
舞
や
孤
蓬
驚
沙
、
懐
素
の
夏
雲
の
故
事
、
ほ
か
に

江
水
の
爆
声
に
感
じ
て
書
を
作
っ
た
例
も
あ
ぬ
）
。

②
揮
一
宅
に
あ
た
っ
て

は
、
大
酔
し
て
心
輿
を
誘
発
し
、
無
意
識
の
陶
酔
境
に
入
る
こ
と
。

＠
壁
面
や
扉
風
な
ど
の
広
い
場
所
に
高
速
度
で
揮
宅
し
、
原
則
と
し

て
書
き
改
め
な
い
こ
と
。
争
字
形
は
大
小
、
長
短
、
斜
正
な
ど
自
由

奔
放
に
変
化
し
、
し
か
も
連
綿
体
が
多
い
こ
と
。
こ
の
ほ
か
、
張
旭

や
替
光
な
ど
の
よ
う
に
、
筆
法
伝
授
に
関
係
す
る
人
物
も
あ
っ
て
、

新
し
さ
の
中
に
古
い
形
式
が
認
め
ら
れ
る
。

晩
唐
の
狂
草
は
、

「
顧
」
と
か
「
狂
」
と
か
「
逸
」
と
か
い
わ
れ

る
新
し
い
芸
術
の
領
域
を
開
拓
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
狂
逸
な
芸
術

の
新
意
義
を
、
最
も
よ
く
理
解
し
た
の
は
、
恐
ら
く
韓
愈
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
そ
の
「
送
高
閑
上
人
序
」
に
は
、
言
う
。

往
時
張
旭
善
－
一
草
書
一
不
v
治
＝
他
伎
一
喜
怒
饗
第
、

憂
悲
愉
快
、

怨
・I良

思
慕
、
酎
酔
無
柳
不
平
、
有
ν
動
＝
於
心
一
必
於
－
一
萱
ー
書
一
鷲
発
ν
之
、
観
昌

於
物
一
見
－
一
山
水
崖
谷
・
鳥
獣
虫
魚
・
草
木
之
花
実
・
日
月
列
星
・
風

唐代の書論（杉村）

雨
水
火
・
雷
震
露
盛
・
歌
舞
戦
闘
・
天
地
事
物
之
変
、
可
ν
喜
可
ゐ
円
、

一
寓
＝
於
書
↓

故
旭
之
書
、

変
動
猶
－
一
鬼
神
不
一
ν
可
＝
端
伺
円
以
ν
此終－一

其
身
一
而
名
＝
後
世
一
（
『
韓
国
回
数
集
』
巻
二
一
）
。

と
。
す
な
わ
ち
、
張
旭
が
、
喜
怒
哀
楽
な
ど
、
心
に
動
く
所
あ
れ
ば

必
ず
草
書
に
お
い
て
こ
れ
を
発
き
、
自
然
の
物
象
を
見
て
感
動
す
れ

ば
、
ひ
と
え
に
こ
れ
を
書
に
寓
し
た
と
い
っ
て
称
賛
し
て
い
る
。

狂
草
の
逸
興
陶
酔
的
な
世
界
に
理
知
の
光
を
投
げ
か
け
、
新
し
い

視
野
か
ら
改
め
て
書
の
伝
統
を
眺
め
直
す
と
こ
ろ
に
、
宋
代
以
後
の

室
田
論
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

①
資
泉
の
「
述
書
賦
」
下
（
『
法
書
要
録
』
巻
六
）
に
、
長
安
の
穆
章
、
王
昌
、

葉
堂
、
回
穎
、
洛
陽
の
杜
福
、
刻
翌
、
斉
光
、
組
長
ら
が
、
い
ず
れ
も
販
書
を
以

て
業
と
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
商
胡
穆
幸
の
こ
と
は
、
こ
の
ほ
か
徐
浩
の

「
古
跡
記
」
、
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。

②
〔
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
九
上
欧
陽
絢
伝
〕
詞
初
学
ニ
王
裁
之
書
一
後
更
漸
変
－
－
其

体
一
筆
カ
険
勤
、
為
ニ
一
時
之
絶
（
人
得
ニ
其
尺
版
文
字
一
成
以
為
二
階
箱
一
鳶
、
高

麗
甚
霊
ニ
甘
問
者
一
嘗
遺
ν
使
求
v
之
、
高
祖
紋
日
、
不
ν
怠
詞
之
書
名
、
遠
播
二
夷
秋
（

彼
観
一
－
其
迩
一
因
調
－
寺
内
形
魁
梧
－
邪
。

〔
『
旧
唐
書
』
泳
三
六
五
柳
公
権
伝
〕
外
夷
入
賞
、
皆
別
署
ニ
貨
貝
－
目
、
此
購
ニ
柳
書
↓

③
中
田
勇
次
郎
「
孫
過
庭
の
書
譜
」
（
『
書
道
全
集
』
第
八
巻
）
、
「
唐
代
の
用
筆

法
」
（
同
第
十
巻
）
、
中
村
茂
夫
「
唐
代
の
書
論
」
（
『
中
図
画
論
の
展
開
』
所
収
）
。

藤
原
建
水
「
孫
過
庭
書
譜
通
解
」
（
『
名
碑
法
帖
通
解
叢
書
』
）
、
朱
建
新
『
孫
過

庭
書
詩
築
証
』
、
神
谷
順
治
「
孫
過
庭
の
書
芸
術
論
」
（
『
愛
知
学
芸
大
学
研
究
報

告
人
文
科
学
』
第
九
輯
）
。

④
拙
稿
「
『
書
』
の
生
成
と
評
論
！
中
図
書
論
史
序
説
l
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
一
一

五
巻
二
号
）
。

⑤
長
広
敏
雄
「
漠
代
肖
像
画
の
精
神
史
的
背
景
」
（
『
東
方
学
報
京
都
第
三
十
六
冊
』

創
立
三
十
五
周
年
記
念
論
集
）
。

⑥
中
田
勇
次
郎
「
係
過
庭
の
書
譜
」
（
『
書
道
全
集
』
第
八
巻
）
。

⑦
『
四
時
提
要
』
（
巻
一
一
一
一
）
は
天
宝
中
の
作
と
し
て
い
る
。

③
張
旭
に
つ
い
て
は
、
外
山
軍
治
「
張
旭
に
つ
い
て
」
（
『
書
道
全
集
』
第
八
巻
）
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が
あ
る
。

⑨
剣
器
舞
に
つ
い
て
は
、
那
波
利
貞
「
蘇
莫
遮
考
」
（
『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念

史
学
論
文
集
』
）
を
参
照
。
長
い
彩
吊
を
持
っ
て
舞
う
一
種
の
巾
舞
だ
と
い
う
。

⑮
島
田
修
二
郎
「
逸
品
画
風
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
研
究
』
一
六
一
）
。

⑪
懐
素
に
つ
い
て
は
、
中
田
勇
次
郎
「
懐
素
の
書
と
そ
の
影
響
」
（
『
書
道
全
集
』

第
十
巻
）
が
あ
る
。

⑫
〔
『
墨
池
編
』
巻
三
・
雷
倒
夫
・
江
戸
帖
〕
近
刺
ニ
雅
州
一
昼
臥
ニ
郡
関
一
因
聞
ニ

平
菟
江
爆
涙
声
（
想
ニ
其
波
鴻
番
番
迅
蚊
鍬
按
高
下
盛
逐
奔
去
之
状
一
無
一
一
物
可
v

寄－

K
情
（
溢
起
作
ν替
、
則
心
中
之
組
、
尽
出
ニ
築
下
一
突
。

（
京
都
大
学
研
修
員
）
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A Basic Consideration of the Mononobe物部 Clan

ー一一Anessay of its formation and developing process-

by 

Reishi Noda 

The nature of the power of the Ritsuryo律令 state,with systematic 

grasp of the Ritsuryo controlling system, is to be examined through 

the consideration of the exploiting systεm and the power structure 

before Ritsuryo and the problem of its transition to Ritsuryo: this 

article, as a part of this examination, tries a basic consideration about 

the Omuraji Monobe大連物部 Clan,by treating the problem of Tomo-

nomiyatsuko伴造 race.

The circumstances the Mononobe物部 Clan,ruined in the latter half 

of the 6th century, came to be the powerful part of the Ritsuryo govern-

ing classes shall be considered through examining its relation with the 

formation of the religious service like that of Ritsuryo system which 

was created in＇＇’order to establish the emperor’s despotism after the 

rebellion of Jinshin壬申， throughthe study of the problem of Temmu 

‘Hassei’Shisei天武「八姓」賜姓 theepoch-making racial policy in the 

history of the formation of the Ritsuryo system : and also, taking notice 

of the fact that the ruined Mononobe Clan was the lower clan charged 

with a police business, this article explains the monopolistic relation of 

the Mononobe Clan with the Isonokami石上 ShintoShrine, as a factor 

of the revival of the Mononobe, was establish after the rebellion of 

Jinshin. 

On the above-mentioned assumption, this article tries to make an 

essay on the forming and developing process of the Mononobe Clan, by 

pointing the fact that the former theories cannot be authorized, consi-

dering vatious resources of record, folklore, genealogy and distribution 

about the Mononobe Clan. 

Calligraphic Theories in the T’ang唐 period

by 

Kunihiko Sugimura 

This article is to trace the development of calligraphic theories in 

(302) 



the T’ang period. From the early T’ang period the theories of Yii-shih・
nan虞世南， ou-yang-si.in欧陽詞 andT’ai品 ung太宗 areleft, and under 

the reign of Tse-t’ien-wu-hou則天武后‘ Shu-hou田P’in’書後品 and‘Shu-

P’u’書譜 werewritten by Li-szu-chen李嗣真 andSun-kuo-ting孫過庭，

respectively. Their theories, being in principle successors to those of 

the Lu-ch’ao六朝 period,deepen the latter’s vieurs on the calligraphic 

art: its essence, its expression and its ranking. In general, they share 

the common tendency to value perfect, harmonious and moderate styles. 

This tendency in theories is closely related with the historical fact that 

the style of Wang-i-chih王義之 wasestablished as the ideal model and 

the square style楢書 achievedits culmination in this period. In the 

later half of the T’ang period, however. calligraphic theories themselves 

degenerated into secret teachings which explain complicated techniques 

of writing. On the contrary, in the k’ai-yi.ian開元 andT’ien-pao天宝

periods, a new school of calligrapers called k’uang-ts’ao-chia 狂草家

emerge, they expressed, in the cursive style草書， theirfree thoughts 

which were formed under the influence of Zen Buddhism. Their art 

created in intoxication and their resistance against tradition reveal the 

spirit of Chinese people who were witnessing a period of fundamental 

change in their history. 

Das Verhaltnis der griechischen Mythologie 

zur nattirlichen Umwelt 

von 

Kenzo Fujinawa 

Der Einfluβder nati.irlichen V erhal tnisse auf die Griechischen Mytho-

logie ist im allgemeinen sehr deutlich, aber er ist unr selten wissens-

chaftlich untersucht. In dieser Abhandlung versuche ich den Einfluβ 

sachlich zu erklaren und auf einige Grundmomente dieses Verhaltnisses 

hinzuweisen. 

In der griechischen Mythologie sind die Hauptgりtterund -gりttinnen

die Enkel der Erde. Eben aus diesem Punkte kann man schon sagen, 

daB die Gottheiten selbst eigentlich den nati.irlichen Charakter tragen. 

Also ist die Rolle der Natur in der Bildung der Mythologie sehr wichtig, 

aber es handelt sich auch um die mythologische Bildungskraft der Grie-

chen selbst. Diese Kraft erscheint deutlichst in den morphologischen 
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